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ABSTRACT

　“The Vittoriano,” the National Monument to Vittorio Emanuele II, 
invariably attracts the attention of the visitors to Rome by its enormity, 
its brilliant whiteness in an ochre-colored city, and the wide space 
surrounding it.
　This monument is an expression of the misfortune of the modern 
Italian monarchy and a portent of the shortness of its reign. The Italian 
kings found themselves confronting, as a result of the unification 
process, the Catholic Church in a country where the majority of people 
were Catholics. They could not easily expect the support of their people. 
The outside of the Vittoriano unintentionally reveals this predicament. 
It is full of reminders of the prosperity, glory, and military power of 
Ancient Rome and also full of indications of modern nationalistic ideals. 
In contrast, we cannot find anything that suggests Christianity on the 
outside of this enormous structure. Even the equestrian statue of the 
king, the focus of this monument, is not supported by God but by an old 
Roman goddess “Dea Roma.”
　The Vittoriano, inaugurated in 1911, was originally dedicated to the 
first king of Italy, Vittorio Emanuele II, who was regarded as “the 
liberator of the country and the founder of its unification.” A little 
later, in 1921, the tomb of an unknown soldier was added inside this 
monument, with its altar added on the outside. These additions were 
meant to commemorate all the soldiers who died for the country in the 
First World War. The tomb and the altar were not contradictory to 
the Vittoriano’s original purpose but rather intensified it, for both the 
glorification of the unification of the country and the commemoration of 
its dead soldiers were expressions of nationalism.
　The use of the Vittoriano as an expression of nationalism continued 
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and was completed by Benito Mussolini. The Italian governments before 

him had already cleared congested residential areas in front and on 

each side of the monument, thus producing a wide space from which to 

admire this temple of nationalism. They had also newly redirected two 

main roads into the large square in front of the monument. Interestingly, 

the first act of the Italian dictator after his nomination as Prime Minister 

was to kneel and pray at the altar of the Vittoriano and, after that, 

to make a speech from its steps to his supporters who gathered in 

the square in front of it. Another interesting act of his regarding this 

monument of nationalism was moving his office to Palazzo Venezia in 

1929 after his winning of the absolute majority of votes in a plebiscite. 

After this, he often delivered his speeches from the balcony of this 

palace, which looks up at the Vittoriano on its right. Thus the supporters 

who filled the square in front of him were made to be aware of his 

succession to and the furtherance of the unification achieved by Vittorio 

Emanuele II and his attempt at the rebirth of the Roman Empire. To 

make this rebirth visible, Mussolini constructed a road that connects the 

Vittoriano to the Colosseum. He constructed another road that connects 

the Vittoriano with the coast near Ostia, which was an important naval 

base for the Roman Empire in making the Mediterranean Sea “Mare 

Nostrum.”

　The Vittoriano can be compared with the Pantheon. This round-

shaped Roman building, originally dedicated to many gods, was adopted 

as a Christian church in the early 7th century, when the Catholic Church 

was gaining ascendancy over the polytheistic civilization of Rome. From 

the 13th to the later 19th centuries, the Pantheon as the Church of Santa 

Maria dei Martiri had bell towers with the Christian cross added on the 

roof of the portico, as a sign of the dominance of Christianity. Whilst 

the city of Rome has the Pantheon, which reflects the ascendancy of 

Christianity, it also has the Vittoriano, which reflects the ascendancy of 

nationalism over Christianity. The Vittoriano has effectively concealed 

inside a minor intrusion of Christianity, a small Christian chapel for the 

Unknown Soldier in its crypt.

　The assault of nationalism on the Pantheon is a short but interesting 

story. In the 1880s, an inside chapel of the Pantheon, the one for the Holy 

Ghost, was replaced by the temple for Vittorio Emanuele II. Nationalism 

overpowered Christianity. Its overpowering is also noticeable in the 

removal in the same period of the cross-topped bell towers from above 

the façade of the Pantheon. Never again has there been a cross on the 

portico of this building, a sign of the weakened strength of the Church.

　However, the strength of the monarchical nationalism of Italy has also 

weakened, as was predicted on the outside of the Vittoriano. Umberto 

I, who succeeded Vittorio Emanuele II, also has a temple with his 

wife in one of the chapels of the Pantheon. However his temple is less 

ostentatious than his father s and looks somewhat like other traditional 

tombs in a Christian church. Neither his son, Vittorio Emanuele III, nor 

his grandson, Umberto II, has a temple in the Pantheon. They were both 

expelled from the country in 1946 when monarchy was abolished in 

Italy, having their tombs in Egypt and France respectively.
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「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
と
内
│
│
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー

レ
二
世
国
立
記
念
堂
に
見
る
〈
ロ
ー
マ
〉

鳥　

越　

輝　

昭

は
じ
め
に

　

ロ
ー
マ
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノIl V

ittorian
o

」
と
通
称
さ
れ
る
建
造
物
が
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ

ヌ
エ
ー
レ
二
世
国
立
記
念
堂M

on
u
m
en
to N
azion

ale a V
ittorio E

m
an
u
ele II

」
だ
が
、
通
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

以
下
の
拙
文
で
も
、
簡
潔
さ
を
尊
び
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
ロ
ー
マ
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
造
物
の
な
か
で
も
、
古
代
の
コ
ロ
セ
ウ
ム
、
近
世
の
聖
ピ
エ
ト
ロ
大

聖
堂
、
近
代
の
テ
ル
ミ
ニ
鉄
道
駅
な
ど
と
並
ん
で
、
と
り
わ
け
目
立
つ
建
造
物
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
目
立
つ
原

因
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
巨
大
さ
、
第
二
に
色
、
第
三
に
、
そ
れ
が
建
設
さ
れ
て
い
る
環
境
で
あ
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
幅
が
一
三
五
メ
ー
ト
ル
、
台
座
を
含
め
た
高
さ
が
八
一
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
巨
大
な
こ
と
で
知
ら

れ
る
コ
ロ
セ
ウ
ム
は
、
長
辺
が
一
八
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が
四
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
幅
は
コ
ロ

セ
ウ
ム
の
七
割
ほ
ど
だ
が
、
高
さ
は
二
倍
近
く
あ
る
。
じ
つ
に
巨
大
な
建
造
物
で
あ
る
。
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内
側
の
特
徴
を
確
認
し
た
う
え
で
、（
二
）
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
利
用
の
仕
方
に
注
目
し
、（
三
）

古
代
ロ
ー
マ
に
由
来
す
る
建
築
物
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
比
較
し
て
み
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
こ
の
建
造
物
は
、
近
代
イ

タ
リ
ア
王
国
政
府
と
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
精
神
と
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国

政
府
の
政
策
と
の
連
続
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
の
外
面

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
外
面
に
明
示
的
な
数
々
の
特
徴
を
見
せ
、
内
部
に
も
深
長
な
特
徴
を
潜
め
て
い
る
建
造
物
で
あ

る
。

　

ま
ず
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ

エ
ー
レ
二
世
の
騎
馬
像
か
ら
。

　

こ
の
青
銅
製
の
騎
馬
像
で
は
、
王
は
馬
に
ま
た
が
り
、
兜
を
か
ぶ
り
、
剣
を
鞍
に
差
し
て
い
る
。
騎
馬
像
が
全
体
と
し
て
表
現

し
て
い
る
の
は
、
軍
隊
の
指
揮
官
と
し
て
の
王
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
旗
竿
に
翻
る
イ
タ
リ
ア
国
旗
と
合
わ
せ
て

み
る
な
ら
、
こ
の
像
は
、
軍
隊
の
力
に
よ
っ
て
国
家
統
一
を
成
し
遂
げ
た
王
を
称
え
る
と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
国
家
の
目
標
が
軍

事
強
国
に
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

王
の
騎
馬
像
の
背
後
に
は
、
そ
れ
を
ゆ
る
や
か
に
包
み
込
む
よ
う
に
、
横
長
の
大
き
な
建
造
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建

造
物
は
左
右
が
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
で
、
重
厚
で
幅
広
の
土
台
の
う
え
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
土
台
の
両
端
は
前
後
に
長
い
立
方
体

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
白
色
だ
が
、
色
の
こ
の
白
さ
が
目
立
つ
の
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
白
大
理
石
が
、
古
来
ロ
ー
マ
で

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
石
材
だ
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
建
築
物
は
、
黄
土
色
だ
っ
た
り
灰
色
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の
建
造
物
の
白
さ
は
、
巨
大
さ
と
相
伴
っ
て
、
異
様
な
ほ
ど
に
目
立
つ
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
目
立
つ
第
三
の
理
由
は
、
そ
の
前
面
に
広
大
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
」
が
広
が
り
、
そ
こ
に
四

本
の
幹
線
道
路
が
流
れ
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
前
面
に
そ
れ
を
引
き
立
て
る
広
い
空
間
が
用

意
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
そ
の
前
を
し
ば
し
ば
通
ら
ざ
る
を
え
な
い
建
造
物
な
の
で
あ
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
一
八
七
八
年
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
（V

ittorio E
m
an
u
ele II. 

イ
タ
リ

ア
王
在
位
一
八
六
一
〜
一
八
七
八
年
）
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
、
は
じ
め
は
ロ
ー
マ
市
に
よ
り
、
そ
し
て
ま
も
な
く
イ
タ
リ
ア
政

府
に
よ
り
建
設
が
計
画
さ
れ
た
（B
rice 13

）。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
初
代
の
王

で
あ
る
。
政
府
は
、「
祖
国
の
解
放
者
で
あ
り
、
祖
国
統
一
の
礎
を
築
い
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
た
め
の
国

家
的
記
念
建
造
物
」（Q
u
oted
 in
 B
rice 13

）
を
作
る
法
案
を
議
会
で
可
決
さ
せ
た
。
一
八
八
五
年
、
第
二
回
目
の
コ
ン
ペ
で
記

念
建
造
物
の
設
計
が
定
ま
り
、
そ
の
後
の
工
事
を
経
て
、
一
九
一
一
年
に
落
成
式
が
催
さ
れ
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
政
府
の
計
画
ど
お
り
、
ロ
ー
マ
市
の
中
心
、「
カ
ン
ピ
ド
リ
オ
（
カ
ピ
ト
ル
）
の
丘
」
に
北
向
き

に
建
て
ら
れ
、
ロ
ー
マ
の
目
抜
き
通
り
、「
コ
ル
ソ
大
通
り
」
を
見
通
す
位
置
に
あ
る
。
白
大
理
石
の
堂
々
た
る
階
段
の
う
え
の

台
座
上
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
騎
馬
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
馬
上
の
王
は
、
コ
ル
ソ
大
通
り
を
一
直

線
に
駆
け
抜
け
、「
ポ
ポ
ロ
門
」
の
先
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

以
下
の
拙
文
で
は
、
こ
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
ま
こ
と
に
興
味
深
い
建
造
物
を
取
り
上
げ
、（
一
）
そ
の
外
側
と
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像
か
ら
。

　

こ
の
青
銅
製
の
騎
馬
像
で
は
、
王
は
馬
に
ま
た
が
り
、
兜
を
か
ぶ
り
、
剣
を
鞍
に
差
し
て
い
る
。
騎
馬
像
が
全
体
と
し
て
表
現

し
て
い
る
の
は
、
軍
隊
の
指
揮
官
と
し
て
の
王
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
旗
竿
に
翻
る
イ
タ
リ
ア
国
旗
と
合
わ
せ
て

み
る
な
ら
、
こ
の
像
は
、
軍
隊
の
力
に
よ
っ
て
国
家
統
一
を
成
し
遂
げ
た
王
を
称
え
る
と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
国
家
の
目
標
が
軍

事
強
国
に
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

王
の
騎
馬
像
の
背
後
に
は
、
そ
れ
を
ゆ
る
や
か
に
包
み
込
む
よ
う
に
、
横
長
の
大
き
な
建
造
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建

造
物
は
左
右
が
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
で
、
重
厚
で
幅
広
の
土
台
の
う
え
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
土
台
の
両
端
は
前
後
に
長
い
立
方
体

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
白
色
だ
が
、
色
の
こ
の
白
さ
が
目
立
つ
の
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
白
大
理
石
が
、
古
来
ロ
ー
マ
で

は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
石
材
だ
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
の
建
築
物
は
、
黄
土
色
だ
っ
た
り
灰
色
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の
建
造
物
の
白
さ
は
、
巨
大
さ
と
相
伴
っ
て
、
異
様
な
ほ
ど
に
目
立
つ
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
目
立
つ
第
三
の
理
由
は
、
そ
の
前
面
に
広
大
な
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
」
が
広
が
り
、
そ
こ
に
四

本
の
幹
線
道
路
が
流
れ
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
前
面
に
そ
れ
を
引
き
立
て
る
広
い
空
間
が
用

意
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
そ
の
前
を
し
ば
し
ば
通
ら
ざ
る
を
え
な
い
建
造
物
な
の
で
あ
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
一
八
七
八
年
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
（V

ittorio E
m
an
u
ele II. 

イ
タ
リ

ア
王
在
位
一
八
六
一
〜
一
八
七
八
年
）
の
死
去
を
き
っ
か
け
に
、
は
じ
め
は
ロ
ー
マ
市
に
よ
り
、
そ
し
て
ま
も
な
く
イ
タ
リ
ア
政

府
に
よ
り
建
設
が
計
画
さ
れ
た
（B

rice 13

）。
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
初
代
の
王

で
あ
る
。
政
府
は
、「
祖
国
の
解
放
者
で
あ
り
、
祖
国
統
一
の
礎
を
築
い
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
た
め
の
国

家
的
記
念
建
造
物
」（Q

u
oted
 in
 B
rice 13

）
を
作
る
法
案
を
議
会
で
可
決
さ
せ
た
。
一
八
八
五
年
、
第
二
回
目
の
コ
ン
ペ
で
記

念
建
造
物
の
設
計
が
定
ま
り
、
そ
の
後
の
工
事
を
経
て
、
一
九
一
一
年
に
落
成
式
が
催
さ
れ
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
政
府
の
計
画
ど
お
り
、
ロ
ー
マ
市
の
中
心
、「
カ
ン
ピ
ド
リ
オ
（
カ
ピ
ト
ル
）
の
丘
」
に
北
向
き

に
建
て
ら
れ
、
ロ
ー
マ
の
目
抜
き
通
り
、「
コ
ル
ソ
大
通
り
」
を
見
通
す
位
置
に
あ
る
。
白
大
理
石
の
堂
々
た
る
階
段
の
う
え
の

台
座
上
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
騎
馬
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
馬
上
の
王
は
、
コ
ル
ソ
大
通
り
を
一
直

線
に
駆
け
抜
け
、「
ポ
ポ
ロ
門
」
の
先
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

以
下
の
拙
文
で
は
、
こ
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
ま
こ
と
に
興
味
深
い
建
造
物
を
取
り
上
げ
、（
一
）
そ
の
外
側
と
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」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
騎
馬
像
の
背
後
に
あ
る
神
殿
風
の
建
物
の
両
端
に
は
、
屋
根
の
う
え
に
、
騎
馬
像
と
同
じ
く
ら
い
大

き
な
青
銅
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
像
は
、
ど
ち
ら
も
、
四
頭
立
て
の
古
代
の
戦
車
の
う
え
に
立
つ
勝
利
の
女
神
を

表
現
し
て
い
る
。
正
面
向
か
っ
て
左
側
の
戦
車
像
は
「
統
一
」
を
表
し
、
右
側
の
戦
車
像
は
「
自
由
」
を
表
し
て
い
る
（A

n
telli-

n
i 66

─67

）。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
像
に
よ
り
、「
祖
国
の
解
放
者
で
あ
り
、
祖
国
統
一
の
礎
を
築
い
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ

ー
レ
二
世
の
た
め
の
国
家
的
記
念
建
造
物
」
と
い
う
政
府
の
法
案
の
主
旨
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
王

の
騎
馬
像
、
勝
利
の
女
神
像
、
戦
車
像
は
、
今
で
は
塗
装
が
か
な
り
剝
げ
落
ち
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
と
は
全
体
を
金
色
に
塗
ら

れ
て
い
た
か
ら
（A

n
tellin

i 36

）、
き
ら
び
や
か
に
目
立
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

正
面
の
階
段
を
上
り
終
え
た
と
こ
ろ
の
左
右
に
は
手
摺
り
が
延
び
て
い
る
。
手
摺
り
の
左
端
あ
た
り
に
ふ
た
つ
と
、
右
端
あ
た

り
に
ふ
た
つ
、
土
台
に
載
せ
ら
れ
た
白
大
理
石
の
群
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
正
面
左
側
か
ら
順
に
、「
力
」、「
調
和
」、「
犠
牲
」、

「
法
」
と
い
う
寓
意
を
表
し
て
い
る
（A

n
tellin

i 21

─27

）。

　

王
の
騎
馬
像
の
台
座
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
の
左
右
に
は
、
群
像
が
浮
彫
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
正
面
左
側
の
群
像
が
表
す

の
は
「
労
働
」、
右
側
の
群
像
が
表
す
の
は
「
愛
国
心
」
で
あ
る
（A

n
tellin

i 31

─32

）。

　

王
の
騎
馬
像
の
背
後
に
あ
る
古
代
ロ
ー
マ
神
殿
風
の
建
物
に
は
、
屋
根
の
前
面
に
、
大
理
石
製
の
立
像
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
左
か
ら
順
に
、
ト
リ
ー
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ナ
ポ
リ
な
ど
イ
タ
リ
ア
の
十
二
の
都
市
を
表
し
て
い
る

（A
n
tellin

i 38

─42

）。

　

な
お
、
正
面
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
の
左
右
に
は
、
イ
タ
リ
ア
国
旗
が
翻
っ
て
い
る
が
、
国
旗
を
掲
げ
て
あ
る
柱
の
先
端
に
は
、

小
さ
な
青
銅
製
の
「
勝
利
の
女
神
」
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

の
構
造
物
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
え
の
奥
ま
っ
た
位
置
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
や
や
縦
長
の
立
方
体
の
構
造
物
を
載
せ
て

あ
る
。
こ
の
上
段
の
立
方
体
の
前
面
は
ポ
ル
テ
ィ
コ
と
し
て
張
り
出
し
、
ポ
ル
テ
ィ
コ
の
上
部
に
三
角
形
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
見

せ
て
い
る
。
こ
の
ポ
ル
テ
ィ
コ
を
ふ
く
め
て
、
土
台
の
う
え
の
建
物
は
、
端
か
ら
端
ま
で
多
数
の
円
柱
を
連
ね
た
回
廊
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
う
え
に
分
厚
い
石
造
り
の
屋
根
を
渡
し
て
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
神
殿
風
建
築
だ
と

い
え
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
帝
国
神
殿
風
の
建
築
物
を
背
景
に
し
て
み
る
と
、
王
の
騎
馬
像
は
、
王
と
そ
れ
が
代
表
す
る
近
代
イ
タ
リ

ア
国
家
が
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
繁
栄
・
栄
光
・
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
再
興
す
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
、
雄
弁
に
物
語
る
。

　

さ
ら
に
、
王
の
騎
馬
像
の
載
る
台
座
も
注
目
す
べ
き
構
造
物
で
あ
る
。
台
座
は
二
段
構
造
で
、
騎
馬
像
は
、
半
円
形
に
前
方
に

突
き
出
た
第
一
の
台
座
の
う
え
に
、
楕
円
型
の
第
二
の
台
座
を
据
え
、
そ
の
う
え
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
下
段

の
半
円
形
の
台
座
で
あ
る
。
こ
の
白
大
理
石
の
台
座
の
表
面
に
は
、
浮
き
彫
り
像
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
と
り
わ
け

目
立
つ
の
が
、
正
面
中
央
、
王
の
騎
馬
像
の
真
下
に
位
置
す
る
女
性
像
と
そ
の
姿
勢
で
あ
る
。
女
性
像
は
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女

神D
ea R

om
a

」
で
あ
り
、
こ
の
女
神
像
は
、
腕
で
王
の
騎
馬
像
を
支
え
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
台
座
の
こ
の
女
神
像
は
、
王

の
騎
馬
像
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
と
そ
れ
が
代
表
す
る
近
代
イ
タ
リ
ア
国
家
が
、
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」

に
支
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
明
示
的
に
語
っ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
王
の
騎
馬
像
と
同
じ
青
銅
製
の
塑
像
に
目
を
向
け
よ
う
。
こ
れ
ら
の
像
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
全
体
が
白

色
な
の
で
、
目
に
立
つ
。
騎
馬
像
の
上
段
の
台
座
を
載
せ
る
土
台
は
左
右
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
て
、
そ
の
両
端
の
立
方
体
の
構

造
物
の
う
え
に
は
、
二
本
ず
つ
円
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
円
柱
の
う
え
に
据
え
ら
れ
て
い
る
青
銅
像
は
「
勝
利
の
女
神V

itto-
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」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
騎
馬
像
の
背
後
に
あ
る
神
殿
風
の
建
物
の
両
端
に
は
、
屋
根
の
う
え
に
、
騎
馬
像
と
同
じ
く
ら
い
大

き
な
青
銅
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
像
は
、
ど
ち
ら
も
、
四
頭
立
て
の
古
代
の
戦
車
の
う
え
に
立
つ
勝
利
の
女
神
を

表
現
し
て
い
る
。
正
面
向
か
っ
て
左
側
の
戦
車
像
は
「
統
一
」
を
表
し
、
右
側
の
戦
車
像
は
「
自
由
」
を
表
し
て
い
る
（A

n
telli-

n
i 66

─67
）。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
像
に
よ
り
、「
祖
国
の
解
放
者
で
あ
り
、
祖
国
統
一
の
礎
を
築
い
た
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ

ー
レ
二
世
の
た
め
の
国
家
的
記
念
建
造
物
」
と
い
う
政
府
の
法
案
の
主
旨
が
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
王

の
騎
馬
像
、
勝
利
の
女
神
像
、
戦
車
像
は
、
今
で
は
塗
装
が
か
な
り
剝
げ
落
ち
て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
と
は
全
体
を
金
色
に
塗
ら

れ
て
い
た
か
ら
（A

n
tellin

i 36

）、
き
ら
び
や
か
に
目
立
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

正
面
の
階
段
を
上
り
終
え
た
と
こ
ろ
の
左
右
に
は
手
摺
り
が
延
び
て
い
る
。
手
摺
り
の
左
端
あ
た
り
に
ふ
た
つ
と
、
右
端
あ
た

り
に
ふ
た
つ
、
土
台
に
載
せ
ら
れ
た
白
大
理
石
の
群
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
正
面
左
側
か
ら
順
に
、「
力
」、「
調
和
」、「
犠
牲
」、

「
法
」
と
い
う
寓
意
を
表
し
て
い
る
（A
n
tellin

i 21

─27

）。

　

王
の
騎
馬
像
の
台
座
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
の
左
右
に
は
、
群
像
が
浮
彫
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
正
面
左
側
の
群
像
が
表
す

の
は
「
労
働
」、
右
側
の
群
像
が
表
す
の
は
「
愛
国
心
」
で
あ
る
（A

n
tellin

i 31

─32

）。

　

王
の
騎
馬
像
の
背
後
に
あ
る
古
代
ロ
ー
マ
神
殿
風
の
建
物
に
は
、
屋
根
の
前
面
に
、
大
理
石
製
の
立
像
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
左
か
ら
順
に
、
ト
リ
ー
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ナ
ポ
リ
な
ど
イ
タ
リ
ア
の
十
二
の
都
市
を
表
し
て
い
る

（A
n
tellin

i 38

─42

）。

　

な
お
、
正
面
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
の
左
右
に
は
、
イ
タ
リ
ア
国
旗
が
翻
っ
て
い
る
が
、
国
旗
を
掲
げ
て
あ
る
柱
の
先
端
に
は
、

小
さ
な
青
銅
製
の
「
勝
利
の
女
神
」
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

の
構
造
物
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
え
の
奥
ま
っ
た
位
置
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
や
や
縦
長
の
立
方
体
の
構
造
物
を
載
せ
て

あ
る
。
こ
の
上
段
の
立
方
体
の
前
面
は
ポ
ル
テ
ィ
コ
と
し
て
張
り
出
し
、
ポ
ル
テ
ィ
コ
の
上
部
に
三
角
形
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
見

せ
て
い
る
。
こ
の
ポ
ル
テ
ィ
コ
を
ふ
く
め
て
、
土
台
の
う
え
の
建
物
は
、
端
か
ら
端
ま
で
多
数
の
円
柱
を
連
ね
た
回
廊
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
う
え
に
分
厚
い
石
造
り
の
屋
根
を
渡
し
て
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
こ
れ
は
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
神
殿
風
建
築
だ
と

い
え
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
帝
国
神
殿
風
の
建
築
物
を
背
景
に
し
て
み
る
と
、
王
の
騎
馬
像
は
、
王
と
そ
れ
が
代
表
す
る
近
代
イ
タ
リ

ア
国
家
が
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
繁
栄
・
栄
光
・
軍
事
力
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
再
興
す
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
、
雄
弁
に
物
語
る
。

　

さ
ら
に
、
王
の
騎
馬
像
の
載
る
台
座
も
注
目
す
べ
き
構
造
物
で
あ
る
。
台
座
は
二
段
構
造
で
、
騎
馬
像
は
、
半
円
形
に
前
方
に

突
き
出
た
第
一
の
台
座
の
う
え
に
、
楕
円
型
の
第
二
の
台
座
を
据
え
、
そ
の
う
え
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
下
段

の
半
円
形
の
台
座
で
あ
る
。
こ
の
白
大
理
石
の
台
座
の
表
面
に
は
、
浮
き
彫
り
像
が
多
数
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
と
り
わ
け

目
立
つ
の
が
、
正
面
中
央
、
王
の
騎
馬
像
の
真
下
に
位
置
す
る
女
性
像
と
そ
の
姿
勢
で
あ
る
。
女
性
像
は
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女

神D
ea R

om
a

」
で
あ
り
、
こ
の
女
神
像
は
、
腕
で
王
の
騎
馬
像
を
支
え
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
台
座
の
こ
の
女
神
像
は
、
王

の
騎
馬
像
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
と
そ
れ
が
代
表
す
る
近
代
イ
タ
リ
ア
国
家
が
、
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」

に
支
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
明
示
的
に
語
っ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
王
の
騎
馬
像
と
同
じ
青
銅
製
の
塑
像
に
目
を
向
け
よ
う
。
こ
れ
ら
の
像
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
全
体
が
白

色
な
の
で
、
目
に
立
つ
。
騎
馬
像
の
上
段
の
台
座
を
載
せ
る
土
台
は
左
右
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
て
、
そ
の
両
端
の
立
方
体
の
構

造
物
の
う
え
に
は
、
二
本
ず
つ
円
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
円
柱
の
う
え
に
据
え
ら
れ
て
い
る
青
銅
像
は
「
勝
利
の
女
神V

itto-
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で
の
歴
史
か
ら
見
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
状
態
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
不
幸
を
象
徴
す
る
施
設
で
あ
り
、
そ
の

遠
か
ら
ぬ
消
滅
を
も
予
告
す
る
施
設
だ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
不
幸
を
象
徴
す
る
と
い
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
国
家

統
一
は
、
錯
綜
す
る
国
際
関
係
の
な
か
で
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
が
、
そ
の
軍
事
力
を
行
使
し
、
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
な
ど
の
義
勇
軍

の
力
も
利
用
し
な
が
ら
、
成
し
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
統
一
に
あ
た
っ
て
、
最
後
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ロ

ー
マ
教
皇
庁
だ
っ
た
。
教
皇
庁
は
、
ロ
ー
マ
を
首
都
と
し
て
イ
タ
リ
ア
中
部
の
教
皇
国
家
を
統
治
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
を
王
と
し
た
イ
タ
リ
ア
王
国
は
、
一
八
七
〇
年
、
軍
隊
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
を
攻
撃
、
開
城
さ
せ

て
、
教
皇
を
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
へ
追
い
や
り
、
ロ
ー
マ
を
首
都
と
定
め
た
。
以
後
、
イ
タ
リ
ア
王
国
政
府
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は

敵
対
関
係
に
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
政
府
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
よ
う
や
く
和
解
す
る
の
は
、
六
〇
年
後
、
一
九
二
九
年
の
こ
と
で
あ

る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
自
身
は
、
政
府
が
導
入
し
よ
う
と
す
る
反
キ
リ
ス
ト
教
会
的
政
策
（
民
事
的
婚
姻
や
修

道
院
解
散
な
ど
）
に
抵
抗
を
し
た
人
物
で
あ
る
（C

lark
 2013: 68

）。
そ
う
い
う
人
物
が
、
国
家
統
一
事
業
の
過
程
の
結
果
と
し

て
、
国
民
に
向
け
て
、
た
と
え
ば
英
国
王
の
よ
う
に
「
キ
リ
ス
ト
教
王
」
と
自
己
規
定
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
よ
う
に

「
キ
リ
ス
ト
教
大
統
領
」
と
自
己
規
定
し
た
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
後
継
者
に
と
っ
て
も
、
純
粋
に
政

治
的
に
見
て
不
幸
な
こ
と
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
国
の
イ
ギ
リ
ス
王
（
女
王
）
は
戴
冠
に
あ
た
っ
て
、
伝
統
的
に
「
法
と
教
会
」

を
守
る
こ
と
を
誓
う
の
で
あ
る
し
、
国
民
は
王
（
女
王
）
の
た
め
に
「
神
よ
、
王
（
女
王
）
を
守
り
た
ま
えG

od
 sav
e th
e 

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
取
り
付
け
ら
れ
た
り
彫
刻
さ
れ
た
り
し
て
い
る
多
数
の
像
と
そ
れ
ら
が
表
す

意
味
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
わ
か
る
の
は
、
こ
の
記
念
建
造
物
に
は
、
表
裏
一
体
を
な
す
三
つ
の
顕
著
な
特
徴
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
の
特
徴
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か
わ
る
も
の
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
一
本
の
十
字
架
も
、
一
体
の
キ
リ
ス
ト
像
も
聖
母
像
も
存
在
し
な
い
。
ペ
ト
ロ
や
パ
ウ
ロ
な
ど
の
聖
人
像
も
、

や
は
り
一
体
も
存
在
し
な
い
。

　

そ
れ
と
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
あ
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
と
そ
の
帝
国
を
表
す
も
の
で

あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
近
代
の
理
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
の
女
神
」、
古
代
ロ
ー
マ
風
の
建
築
、
古
代
の
戦
車
は
、

古
代
ロ
ー
マ
や
そ
の
帝
国
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
で
、「
労
働
」、「
愛
国
心
」、「
統
一
」、「
自
由
」
は
近
代
の
代

表
的
な
理
念
を
表
し
て
い
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
明
示
さ
れ
て
い
る
精
神
を
、
一
言
に
ま
と
め
れ
ば
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
も
し
く
は
非
キ
リ

ス
ト
教
的
で
、
古
代
ロ
ー
マ
的
か
つ
近
代
的
、
だ
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
精
神
と
そ
の
表
現
は
、
考
え
て
み
れ
ば
、
き
わ
め
て
異
常
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
都
市

ロ
ー
マ
に
は
隣
接
し
て
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
心
で
あ
る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
が
あ
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
作
ら
れ
た
頃
、

イ
タ
リ
ア
国
民
の
圧
倒
的
多
数
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、
一
九
〇
一
年
の
国
勢
調
査
で

「
無
宗
教
」
と
答
え
た
の
は
全
人
口
の
わ
ず
か
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
一
九
一
一
年
の
国
勢
調
査
で
も
わ
ず
か
二
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
（C

lark
 2014: 180

）、（
調
査
で
は
宗
教
・
宗
派
は
不
明
な
が
ら
）「
信
者
」
の
圧
倒
的
多
数
は
、
そ
れ
ま
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で
の
歴
史
か
ら
見
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
状
態
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
不
幸
を
象
徴
す
る
施
設
で
あ
り
、
そ
の

遠
か
ら
ぬ
消
滅
を
も
予
告
す
る
施
設
だ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
不
幸
を
象
徴
す
る
と
い
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
国
家

統
一
は
、
錯
綜
す
る
国
際
関
係
の
な
か
で
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
が
、
そ
の
軍
事
力
を
行
使
し
、
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
な
ど
の
義
勇
軍

の
力
も
利
用
し
な
が
ら
、
成
し
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
統
一
に
あ
た
っ
て
、
最
後
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ロ

ー
マ
教
皇
庁
だ
っ
た
。
教
皇
庁
は
、
ロ
ー
マ
を
首
都
と
し
て
イ
タ
リ
ア
中
部
の
教
皇
国
家
を
統
治
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
を
王
と
し
た
イ
タ
リ
ア
王
国
は
、
一
八
七
〇
年
、
軍
隊
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
を
攻
撃
、
開
城
さ
せ

て
、
教
皇
を
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
へ
追
い
や
り
、
ロ
ー
マ
を
首
都
と
定
め
た
。
以
後
、
イ
タ
リ
ア
王
国
政
府
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は

敵
対
関
係
に
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
政
府
と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
よ
う
や
く
和
解
す
る
の
は
、
六
〇
年
後
、
一
九
二
九
年
の
こ
と
で
あ

る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
自
身
は
、
政
府
が
導
入
し
よ
う
と
す
る
反
キ
リ
ス
ト
教
会
的
政
策
（
民
事
的
婚
姻
や
修

道
院
解
散
な
ど
）
に
抵
抗
を
し
た
人
物
で
あ
る
（C

lark
 2013: 68

）。
そ
う
い
う
人
物
が
、
国
家
統
一
事
業
の
過
程
の
結
果
と
し

て
、
国
民
に
向
け
て
、
た
と
え
ば
英
国
王
の
よ
う
に
「
キ
リ
ス
ト
教
王
」
と
自
己
規
定
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
よ
う
に

「
キ
リ
ス
ト
教
大
統
領
」
と
自
己
規
定
し
た
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
後
継
者
に
と
っ
て
も
、
純
粋
に
政

治
的
に
見
て
不
幸
な
こ
と
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
国
の
イ
ギ
リ
ス
王
（
女
王
）
は
戴
冠
に
あ
た
っ
て
、
伝
統
的
に
「
法
と
教
会
」

を
守
る
こ
と
を
誓
う
の
で
あ
る
し
、
国
民
は
王
（
女
王
）
の
た
め
に
「
神
よ
、
王
（
女
王
）
を
守
り
た
ま
えG

od
 sav
e th
e 

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
取
り
付
け
ら
れ
た
り
彫
刻
さ
れ
た
り
し
て
い
る
多
数
の
像
と
そ
れ
ら
が
表
す

意
味
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
わ
か
る
の
は
、
こ
の
記
念
建
造
物
に
は
、
表
裏
一
体
を
な
す
三
つ
の
顕
著
な
特
徴
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
の
特
徴
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か
わ
る
も
の
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
一
本
の
十
字
架
も
、
一
体
の
キ
リ
ス
ト
像
も
聖
母
像
も
存
在
し
な
い
。
ペ
ト
ロ
や
パ
ウ
ロ
な
ど
の
聖
人
像
も
、

や
は
り
一
体
も
存
在
し
な
い
。

　

そ
れ
と
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
あ
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
と
そ
の
帝
国
を
表
す
も
の
で

あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
近
代
の
理
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
。「
ロ
ー
マ
の
女
神
」、
古
代
ロ
ー
マ
風
の
建
築
、
古
代
の
戦
車
は
、

古
代
ロ
ー
マ
や
そ
の
帝
国
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
で
、「
労
働
」、「
愛
国
心
」、「
統
一
」、「
自
由
」
は
近
代
の
代

表
的
な
理
念
を
表
し
て
い
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
明
示
さ
れ
て
い
る
精
神
を
、
一
言
に
ま
と
め
れ
ば
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
も
し
く
は
非
キ
リ

ス
ト
教
的
で
、
古
代
ロ
ー
マ
的
か
つ
近
代
的
、
だ
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
精
神
と
そ
の
表
現
は
、
考
え
て
み
れ
ば
、
き
わ
め
て
異
常
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
都
市

ロ
ー
マ
に
は
隣
接
し
て
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
心
で
あ
る
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
が
あ
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
作
ら
れ
た
頃
、

イ
タ
リ
ア
国
民
の
圧
倒
的
多
数
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、
一
九
〇
一
年
の
国
勢
調
査
で

「
無
宗
教
」
と
答
え
た
の
は
全
人
口
の
わ
ず
か
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
一
九
一
一
年
の
国
勢
調
査
で
も
わ
ず
か
二
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
（C

lark
 2014: 180

）、（
調
査
で
は
宗
教
・
宗
派
は
不
明
な
が
ら
）「
信
者
」
の
圧
倒
的
多
数
は
、
そ
れ
ま
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心
」
の
群
像
も
、
直
接
的
に
は
無
名
戦
士
の
墓
に
関
連
す
る
像
で
あ
る
。

　

「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、
一
九
二
一
年
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
で

戦
っ
た
イ
タ
リ
ア
軍
兵
士
を
称
え
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
墓
に
埋
葬
す
る
戦
没
者
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
山
間
部
の

ロ
ヴ
ェ
レ
ー
ト
か
ら
海
岸
の
マ
リ
ー
ナ
に
至
る
十
一
の
地
方
出
身
の
、
身
元
の
わ
か
ら
ぬ
戦
死
者
十
一
名
の
遺
体
が
集
め
ら
れ
、

そ
の
な
か
の
一
体
が
選
ば
れ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
地
下
墓
所
に
葬
ら
れ
た
（A

n
tellin

i 28

）。
こ
の
ひ
と
つ
の
遺
体
で
、

全
戦
死
者
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
葬
儀
は
国
葬
と
し
て
営
ま
れ
、
王
妃
も
出
席
し
た
（Ib

id
.

）。

　

つ
ま
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建
造
物
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
と
い
う
王
と
そ
の
業
績
を
記

念
す
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
無
名
戦
士
の
た
め
の
国
立
墓
地
で
も
あ
る
。
ひ
と
つ
で
、
二
重
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
墓
は
、
こ
の
施
設
に
は
な
く
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
す
な
わ
ち
「
聖
マ

リ
ア
・
デ
イ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
リ
教
会
」
の
な
か
に
あ
る
。
王
の
こ
の
墓
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
ふ
れ
る
。

　

こ
の
無
名
戦
士
の
地
下
墓
地
は
、
じ
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
と
の
関
わ
り
を
伴
っ
て
い
る
。
地
下
墓
地
は

キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
に
な
っ
て
お
り
、
祭
壇
に
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
も
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の

は
、
こ
の
礼
拝
所
は
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
内
部
に
潜
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建

造
物
で
は
、
無
名
戦
士
の
墓
に
つ
い
て
も
、
表
に
見
せ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
「
祖
国
の
祭
壇
」、
す
な
わ
ち
、「
ロ
ー
マ
の
女

神
」、「
労
働
」
の
群
像
、「
愛
国
心
」
の
群
像
で
あ
る
。

　

「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
あ
と
か
ら
付
加
さ
れ
た
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
当
初
の
目
的
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、「
ヴ

K
in
g
 

（Q
u
een

） !

」、
と
神
の
加
護
を
願
う
。
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
は
就
任
に
当
た
っ
て
、
聖
書
に
手
を

お
い
て
宣
誓
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
王
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
国
の
王
で

あ
り
な
が
ら
、
自
己
を
「
キ
リ
ス
ト
教
王
」
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
王
た
ち
は
、
建
国
当
初

か
ら
大
半
の
国
民
の
心
理
的
支
持
を
得
に
く
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
こ
の
王
権
は
出
発
点
か
ら
弱
点
を
抱
え
お
り
、
長

続
き
す
る
こ
と
の
難
し
い
王
権
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
王
制
の
イ
タ
リ
ア
は
、
は
た
し
て
、
一
八
六
一
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
の
、

わ
ず
か
八
十
五
年
間
し
か
続
か
な
か
っ
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
は
、
い
み
じ
く
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
の
支
持
│
現
実
に
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
支

持
│
の
代
わ
り
に
、
王
を
支
え
る
の
が
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ロ

ー
マ
の
女
神
」
は
す
で
に
滅
ん
だ
虚
構
の
神
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
内
部

　

前
節
で
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
注
目
し
た
の
だ
が
、
こ
の
記
念
堂
は
、
内
部
に
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の

を
潜
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
の
騎
馬
像
の
台
座
に
関
わ
っ
て
い
る
。
騎
馬
像
の
下
段
の
「
ロ
ー
マ
の
女
王
」
が
刻
ま
れ
て
い
る

台
座
は
、
じ
つ
は
「
祖
国
の
祭
壇A

ltare d
ella p

atria

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
壇
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア

ー
ノ
」
内
部
の
地
下
墓
所
に
葬
ら
れ
て
い
る
遺
体
と
関
連
し
て
い
る
。
遺
体
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
も
の

で
は
な
く
、
無
名
戦
士
の
遺
体
で
あ
る
。「
祖
国
の
祭
壇
」
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」、「
労
働
」
の
群
像
、「
愛
国
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心
」
の
群
像
も
、
直
接
的
に
は
無
名
戦
士
の
墓
に
関
連
す
る
像
で
あ
る
。

　

「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、
一
九
二
一
年
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
政
府
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
で

戦
っ
た
イ
タ
リ
ア
軍
兵
士
を
称
え
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
墓
に
埋
葬
す
る
戦
没
者
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、
山
間
部
の

ロ
ヴ
ェ
レ
ー
ト
か
ら
海
岸
の
マ
リ
ー
ナ
に
至
る
十
一
の
地
方
出
身
の
、
身
元
の
わ
か
ら
ぬ
戦
死
者
十
一
名
の
遺
体
が
集
め
ら
れ
、

そ
の
な
か
の
一
体
が
選
ば
れ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
地
下
墓
所
に
葬
ら
れ
た
（A

n
tellin

i 28

）。
こ
の
ひ
と
つ
の
遺
体
で
、

全
戦
死
者
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
葬
儀
は
国
葬
と
し
て
営
ま
れ
、
王
妃
も
出
席
し
た
（Ib

id
.

）。

　

つ
ま
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建
造
物
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
と
い
う
王
と
そ
の
業
績
を
記

念
す
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
無
名
戦
士
の
た
め
の
国
立
墓
地
で
も
あ
る
。
ひ
と
つ
で
、
二
重
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
墓
は
、
こ
の
施
設
に
は
な
く
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
す
な
わ
ち
「
聖
マ

リ
ア
・
デ
イ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
リ
教
会
」
の
な
か
に
あ
る
。
王
の
こ
の
墓
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
ふ
れ
る
。

　

こ
の
無
名
戦
士
の
地
下
墓
地
は
、
じ
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
と
の
関
わ
り
を
伴
っ
て
い
る
。
地
下
墓
地
は

キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
に
な
っ
て
お
り
、
祭
壇
に
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
も
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の

は
、
こ
の
礼
拝
所
は
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
内
部
に
潜
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建

造
物
で
は
、
無
名
戦
士
の
墓
に
つ
い
て
も
、
表
に
見
せ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
「
祖
国
の
祭
壇
」、
す
な
わ
ち
、「
ロ
ー
マ
の
女

神
」、「
労
働
」
の
群
像
、「
愛
国
心
」
の
群
像
で
あ
る
。

　

「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
あ
と
か
ら
付
加
さ
れ
た
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
当
初
の
目
的
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
は
、「
ヴ

K
in
g
 

（Q
u
een

） !

」、
と
神
の
加
護
を
願
う
。
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
は
就
任
に
当
た
っ
て
、
聖
書
に
手
を

お
い
て
宣
誓
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
イ
タ
リ
ア
王
国
の
王
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
国
の
王
で

あ
り
な
が
ら
、
自
己
を
「
キ
リ
ス
ト
教
王
」
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
王
た
ち
は
、
建
国
当
初

か
ら
大
半
の
国
民
の
心
理
的
支
持
を
得
に
く
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
こ
の
王
権
は
出
発
点
か
ら
弱
点
を
抱
え
お
り
、
長

続
き
す
る
こ
と
の
難
し
い
王
権
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
王
制
の
イ
タ
リ
ア
は
、
は
た
し
て
、
一
八
六
一
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
の
、

わ
ず
か
八
十
五
年
間
し
か
続
か
な
か
っ
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
は
、
い
み
じ
く
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
の
支
持
│
現
実
に
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
支

持
│
の
代
わ
り
に
、
王
を
支
え
る
の
が
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
像
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
ロ

ー
マ
の
女
神
」
は
す
で
に
滅
ん
だ
虚
構
の
神
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
内
部

　

前
節
で
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
に
注
目
し
た
の
だ
が
、
こ
の
記
念
堂
は
、
内
部
に
も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の

を
潜
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
の
騎
馬
像
の
台
座
に
関
わ
っ
て
い
る
。
騎
馬
像
の
下
段
の
「
ロ
ー
マ
の
女
王
」
が
刻
ま
れ
て
い
る

台
座
は
、
じ
つ
は
「
祖
国
の
祭
壇A

ltare d
ella p

atria

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
壇
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア

ー
ノ
」
内
部
の
地
下
墓
所
に
葬
ら
れ
て
い
る
遺
体
と
関
連
し
て
い
る
。
遺
体
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
も
の

で
は
な
く
、
無
名
戦
士
の
遺
体
で
あ
る
。「
祖
国
の
祭
壇
」
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」、「
労
働
」
の
群
像
、「
愛
国
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三　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
つ
い
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
「
愛
国
心
」、「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活

の
幻
影
」、「
労
働
」、「
統
一
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
と
め
て
見
た
と
き
、
イ
タ
リ
ア
史
の
な
か
で
思
い
出
さ
ざ
る
を
え
な
い

人
物
が
い
る
。
そ
れ
が
、
ベ
ニ
ー
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（B

en
ito M

u
ssolin

i, 

一
八
八
三
〜
一
九
四
五
年
）
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
無
名
戦
士
の
墓
が
設
置
さ
れ
た
一
九
二
一
年
は
、
奇
し
く
も
、「
全
国
フ
ァ
シ
ス
ト
党
（P

artito N
azion

ale 

F
ascista

）」
が
結
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
翌
二
二
年
に
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
首
班
と
す
る
連
立
内
閣
が
成
立
し
、
二
四
年
に

は
、
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
連
合
は
総
選
挙
で
大
勝
す
る
。
無
名
戦
士
の
墓
の
設
置
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
伸
張
と
同
時
期
に
同
種
の
精

神
的
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
た
事
業
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
意
識
的
か
つ

直
接
的
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建
造
物
を
利
用
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
利
用
の
仕
方
を
、
便
宜
上
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」

に
対
し
て
直
接
取
っ
た
行
動
と
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
連
し
て
お
こ
な
っ
た
建
設
工
事
と
に
分
け
て
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。

　

ま
ず
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
対
し
て
直
接
取
っ
た
行
動
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党

員
た
ち
は
ロ
ー
マ
へ
行
進
し
、
こ
の
示
威
行
動
に
よ
っ
て
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
王
か
ら
首
相
の
指
名
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ム

ッ
ソ
リ
ー
ニ
自
身
は
、
首
相
指
名
を
告
げ
ら
れ
た
あ
と
で
、
ミ
ラ
ー
ノ
か
ら
鉄
道
で
ロ
ー
マ
へ
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
、
フ
ァ
シ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
当
初
の
目
的
と
一
貫
し
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
建
設
の
最
初
の

重
要
な
目
的
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
イ
タ
リ
ア
統
一
事
業
を
称
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

そ
れ
は
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
と
達
成
を
称
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
「
祖
国
の
祭
壇
」
を
見
直
し
て

み
よ
う
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
「
愛
国
心
」
の
群
像
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
明
瞭
な
発
現
で
あ
る
。
無
名

戦
士
の
墓
は
、
国
家
の
た
め
に
戦
っ
て
死
ん
だ
兵
士
を
称
え
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

明
瞭
な
発
現
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
記
念
堂
と
し
て
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
「
祖

国
の
祭
壇
」・
無
名
戦
士
の
墓
と
し
て
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
は
、
ど
ち
ら
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
と
い
う
点
で
、

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

議
論
を
先
に
進
め
る
前
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
全
体
に
つ
い
て
一
旦
ま
と
め
て
お
こ
う
。
こ
の
記
念
建
造
物
の
外
面

は
、
直
接
的
に
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
の
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
建
造
物
の
内
側
は
、
直
接
的
に

は
無
名
戦
士
の
遺
体
を
埋
葬
し
た
墓
で
あ
る
。
し
か
し
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
と
内
面
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と

い
う
近
代
の
理
念
も
し
く
は
疑
似
宗
教
に
よ
っ
て
、
精
神
的
に
連
続
し
た
統
一
体
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
精
神
的
統
一
体
は
ま
た
、

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
と
そ
の
復
活
の
幻
影
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
現
れ
が
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
神

殿
風
の
建
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
全
体
と
し
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
の
関
わ
り
を
、
外
面
に

ま
っ
た
く
見
せ
て
い
な
い
。
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三　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
つ
い
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
「
愛
国
心
」、「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活

の
幻
影
」、「
労
働
」、「
統
一
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
と
め
て
見
た
と
き
、
イ
タ
リ
ア
史
の
な
か
で
思
い
出
さ
ざ
る
を
え
な
い

人
物
が
い
る
。
そ
れ
が
、
ベ
ニ
ー
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（B
en
ito M

u
ssolin

i, 

一
八
八
三
〜
一
九
四
五
年
）
で
あ
る
。「
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
無
名
戦
士
の
墓
が
設
置
さ
れ
た
一
九
二
一
年
は
、
奇
し
く
も
、「
全
国
フ
ァ
シ
ス
ト
党
（P

artito N
azion

ale 

F
ascista

）」
が
結
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
翌
二
二
年
に
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
首
班
と
す
る
連
立
内
閣
が
成
立
し
、
二
四
年
に

は
、
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
連
合
は
総
選
挙
で
大
勝
す
る
。
無
名
戦
士
の
墓
の
設
置
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
伸
張
と
同
時
期
に
同
種
の
精

神
的
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
た
事
業
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
意
識
的
か
つ

直
接
的
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
建
造
物
を
利
用
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
利
用
の
仕
方
を
、
便
宜
上
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」

に
対
し
て
直
接
取
っ
た
行
動
と
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
連
し
て
お
こ
な
っ
た
建
設
工
事
と
に
分
け
て
見
る
こ
と
に
し
よ

う
。

　

ま
ず
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
対
し
て
直
接
取
っ
た
行
動
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党

員
た
ち
は
ロ
ー
マ
へ
行
進
し
、
こ
の
示
威
行
動
に
よ
っ
て
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
王
か
ら
首
相
の
指
名
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ム

ッ
ソ
リ
ー
ニ
自
身
は
、
首
相
指
名
を
告
げ
ら
れ
た
あ
と
で
、
ミ
ラ
ー
ノ
か
ら
鉄
道
で
ロ
ー
マ
へ
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
は
、
フ
ァ
シ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
当
初
の
目
的
と
一
貫
し
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
建
設
の
最
初
の

重
要
な
目
的
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
王
の
イ
タ
リ
ア
統
一
事
業
を
称
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

そ
れ
は
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
と
達
成
を
称
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
「
祖
国
の
祭
壇
」
を
見
直
し
て

み
よ
う
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
「
愛
国
心
」
の
群
像
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
明
瞭
な
発
現
で
あ
る
。
無
名

戦
士
の
墓
は
、
国
家
の
た
め
に
戦
っ
て
死
ん
だ
兵
士
を
称
え
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

明
瞭
な
発
現
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
記
念
堂
と
し
て
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
「
祖

国
の
祭
壇
」・
無
名
戦
士
の
墓
と
し
て
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
は
、
ど
ち
ら
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
と
い
う
点
で
、

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

議
論
を
先
に
進
め
る
前
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
全
体
に
つ
い
て
一
旦
ま
と
め
て
お
こ
う
。
こ
の
記
念
建
造
物
の
外
面

は
、
直
接
的
に
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
の
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
建
造
物
の
内
側
は
、
直
接
的
に

は
無
名
戦
士
の
遺
体
を
埋
葬
し
た
墓
で
あ
る
。
し
か
し
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
と
内
面
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と

い
う
近
代
の
理
念
も
し
く
は
疑
似
宗
教
に
よ
っ
て
、
精
神
的
に
連
続
し
た
統
一
体
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
精
神
的
統
一
体
は
ま
た
、

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
と
そ
の
復
活
の
幻
影
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
現
れ
が
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
神

殿
風
の
建
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
全
体
と
し
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
の
関
わ
り
を
、
外
面
に

ま
っ
た
く
見
せ
て
い
な
い
。
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説
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
場
合
、
群
衆
か
ら
見
る
と
、
正
面
上
方
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
お
り
、
左
手
に
は
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
」
が
聳
え
て
い
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
あ
き
ら
か
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
存
在
を
意
識
し
、
群
衆
に
「
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
意
識
さ
せ
る
位
置
に
執
務
所
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
何
を
群
衆
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
」
の
表
現
し
て
い
る
「
愛
国
心
」・「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活
の
幻
影
」・「
労
働
」・「
統
一
」
と
い
う
理
念
で
あ
り
、
自
分

は
そ
の
継
承
者
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

「
愛
国
心
」・「
労
働
」・「
統
一
」
に
つ
い
て
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
が
大
学
教
師
た
ち
に
強
制
し
た
宣
誓
の
な
か
に
、
つ
ぎ

の
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

…
…
国
家
と
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
に
献
身
的
で
あ
る
よ
う
な
、
勤
勉
で
高
潔
な
市
民
を
育
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
教
師
職
を

遂
行
し
学
問
的
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
誓
い
ま
す
（Q

u
oted
 in
 C
lark
 2014: 295

）。（
傍
点
は
筆
者
）

　

「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活
の
幻
影
」
に
つ
い
て
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
し
く
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
お
こ
な
っ
た
施
策
を
い

く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
古
代
ロ
ー
マ
式
」
敬
礼
の
採
用
、「
ド
ゥ
ー
チ
ェ
」、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
」、「
レ
ジ
ョ

ー
ネ
」、「
コ
オ
ル
テ
」
な
ど
の
用
語
の
採
用
、
そ
し
て
「
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

「
古
代
ロ
ー
マ
式
」
敬
礼
は
、
右
腕
と
右
手
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
前
方
に
掲
げ
る
敬
礼
で
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ス
ト
政
府
は
、
敬
礼
を
こ
の
仕
方
に
変
更
し
た
。

ス
ト
党
員
た
ち
の
ロ
ー
マ
到
着
の
二
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
ロ
ー
マ
に
着
く
と
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
「
ヴ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
へ
行
く
。
そ
し
て
、「
祖
国
の
祭
壇
」
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
祈
っ
た
あ
と
で
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の

階
段
か
ら
、
そ
の
前
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
に
集
合
し
て
い
た
支
持
者
た
ち
に
演
説
し
た
（A

tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e 40

）。

　

な
お
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
こ
の
際
に
取
っ
た
行
動
を
、
無
名
戦
士
の
墓
と
「
祖
国
の
祭
壇
」
に
だ
け
関
係
さ
せ
る
見
解
も
あ
る

（A
tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e: ib
id
.

）。
し
か
し
私
見
で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
こ
の
行
動
は
、
無
名
戦
士
の
墓
と
「
祖
国
へ
の
祭

壇
」
を
含
む
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
全
体
と
関
係
さ
せ
て
捉
え
る
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
別
の
い
く
つ
か
の
機
会
に
、
も
う
少
し
広
い
意
味
で
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
全
体
を
利
用
す
る
行
動
を
取

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
二
九
年
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
そ
の
政
策
に
つ
い
て
国
民
投
票
を
実
施
し
た
。
八
百
五
十
万
人
以
上
の
イ
タ
リ
ア
国
民

が
賛
成
投
票
を
し
、
反
対
票
は
わ
ず
か
に
十
三
万
五
千
票
だ
っ
た
（B

osw
orth
 197

）。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
あ
と
の
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
の
行
動
で
あ
る
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
そ
の
半
年
後
に
、
執
務
所
を
そ
れ
ま
で
の
キ
ー
ジ
宮
殿
か
ら
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

宮
殿P

alazzo V
en
ezia

」
に
移
す
の
で
あ
る
。
キ
ー
ジ
宮
殿
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
と
ポ
ポ
ロ
門
を
結
ぶ
コ
ル
ソ
大
通
り
の

中
程
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
は
、
ず
っ
と
南
寄
り
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
の
脇
に
あ
り
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
の
間
近
に
位
置
し
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
西
側
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
を
見
下
ろ
し
て
お
り
、
南
側
か
ら
広
場
を
見
下
ろ
す

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
直
角
の
位
置
に
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
広
場
側
の
窓
か
ら
は
、
右
側
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー

ノ
」
が
見
え
る
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
正
面
テ
ラ
ス
か
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
に
集
ま
っ
た
群
衆
に
演
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説
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
場
合
、
群
衆
か
ら
見
る
と
、
正
面
上
方
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
お
り
、
左
手
に
は
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
」
が
聳
え
て
い
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
あ
き
ら
か
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
存
在
を
意
識
し
、
群
衆
に
「
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
意
識
さ
せ
る
位
置
に
執
務
所
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
何
を
群
衆
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
」
の
表
現
し
て
い
る
「
愛
国
心
」・「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活
の
幻
影
」・「
労
働
」・「
統
一
」
と
い
う
理
念
で
あ
り
、
自
分

は
そ
の
継
承
者
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

「
愛
国
心
」・「
労
働
」・「
統
一
」
に
つ
い
て
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
が
大
学
教
師
た
ち
に
強
制
し
た
宣
誓
の
な
か
に
、
つ
ぎ

の
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

…
…
国
家
と
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
に
献
身
的
で
あ
る
よ
う
な
、
勤
勉
で
高
潔
な
市
民
を
育
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
教
師
職
を

遂
行
し
学
問
的
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
、
わ
た
く
し
は
誓
い
ま
す
（Q

u
oted
 in
 C
lark
 2014: 295

）。（
傍
点
は
筆
者
）

　

「
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
復
活
の
幻
影
」
に
つ
い
て
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
し
く
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
お
こ
な
っ
た
施
策
を
い

く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
古
代
ロ
ー
マ
式
」
敬
礼
の
採
用
、「
ド
ゥ
ー
チ
ェ
」、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
」、「
レ
ジ
ョ

ー
ネ
」、「
コ
オ
ル
テ
」
な
ど
の
用
語
の
採
用
、
そ
し
て
「
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

「
古
代
ロ
ー
マ
式
」
敬
礼
は
、
右
腕
と
右
手
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
前
方
に
掲
げ
る
敬
礼
で
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ

ス
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ス
ト
政
府
は
、
敬
礼
を
こ
の
仕
方
に
変
更
し
た
。

ス
ト
党
員
た
ち
の
ロ
ー
マ
到
着
の
二
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
ロ
ー
マ
に
着
く
と
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
「
ヴ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
へ
行
く
。
そ
し
て
、「
祖
国
の
祭
壇
」
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
祈
っ
た
あ
と
で
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の

階
段
か
ら
、
そ
の
前
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
に
集
合
し
て
い
た
支
持
者
た
ち
に
演
説
し
た
（A

tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e 40

）。

　

な
お
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
こ
の
際
に
取
っ
た
行
動
を
、
無
名
戦
士
の
墓
と
「
祖
国
の
祭
壇
」
に
だ
け
関
係
さ
せ
る
見
解
も
あ
る

（A
tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e: ib
id
.

）。
し
か
し
私
見
で
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
こ
の
行
動
は
、
無
名
戦
士
の
墓
と
「
祖
国
へ
の
祭

壇
」
を
含
む
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
全
体
と
関
係
さ
せ
て
捉
え
る
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
別
の
い
く
つ
か
の
機
会
に
、
も
う
少
し
広
い
意
味
で
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
全
体
を
利
用
す
る
行
動
を
取

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
二
九
年
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
そ
の
政
策
に
つ
い
て
国
民
投
票
を
実
施
し
た
。
八
百
五
十
万
人
以
上
の
イ
タ
リ
ア
国
民

が
賛
成
投
票
を
し
、
反
対
票
は
わ
ず
か
に
十
三
万
五
千
票
だ
っ
た
（B

osw
orth
 197

）。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
あ
と
の
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
の
行
動
で
あ
る
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
そ
の
半
年
後
に
、
執
務
所
を
そ
れ
ま
で
の
キ
ー
ジ
宮
殿
か
ら
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

宮
殿P

alazzo V
en
ezia

」
に
移
す
の
で
あ
る
。
キ
ー
ジ
宮
殿
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
と
ポ
ポ
ロ
門
を
結
ぶ
コ
ル
ソ
大
通
り
の

中
程
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
は
、
ず
っ
と
南
寄
り
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
の
脇
に
あ
り
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

ア
ー
ノ
の
間
近
に
位
置
し
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
西
側
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
を
見
下
ろ
し
て
お
り
、
南
側
か
ら
広
場
を
見
下
ろ
す

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
直
角
の
位
置
に
あ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
広
場
側
の
窓
か
ら
は
、
右
側
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー

ノ
」
が
見
え
る
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
正
面
テ
ラ
ス
か
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
に
集
ま
っ
た
群
衆
に
演
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広
々
と
し
た
空
間
で
、
そ
こ
に
四
本
の
幹
線
道
路
が
集
中
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
建

設
さ
れ
る
以
前
は
、
大
小
様
々
な
家
屋
が
密
集
し
、
小
さ
な
広
場
し
か
存
在
し
な
い
場
所
だ
っ
た
。
こ
の
場
所
が
現
在
の
か
た
ち

に
な
っ
た
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
建
設
に
関
わ
っ
た
イ
タ
リ
ア
政
府
と
、
そ
の
後
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
の

結
果
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
そ
れ
以
前
の
政
府
の
政
策
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
お
り
、
連
続
性
が
見
ら

れ
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
完
成
（
一
九
一
一
年
）
ま
で
に
、
今
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
あ
た
り
に
は
大
き
な
変
化
が
加
え
ら

れ
た
。
主
な
変
化
は
三
つ
あ
る
。

（
一
）「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
建
設
予
定
場
所
の
目
の
前
に
は
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
小
宮
殿
（
パ
ラ
ツ
ェ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
）」
と
い
う
建
物
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
解
体
さ
れ
て
、
九
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
移
動
さ
れ
た
。
こ
の
移
動
に
よ
り
、「
ヴ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
前
に
広
が
る
大
き
な
空
間
が
作
り
出
さ
れ
た
。

（
二
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
向
か
い
に
あ
っ
た
建
物
（
ト
ル
ロ
ニ
ア
宮
殿
）
が
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
に
は
、
ゼ
ネ
ラ
リ
保

険
会
社
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
と
よ
く
似
た
建
物
で
、
広
場
を
東
西
に
挟
ん
で
シ
ン
メ
ト
リ

カ
ル
な
形
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
三
）
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ふ
た
つ
の
遺
跡
を
除
い
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
と
左
右
に
あ
っ
た
各
種
の
建
築
物
は
す

べ
て
破
壊
さ
れ
た
（A

tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e 36

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
と
左
右
に
は
、
邪

魔
物
は
何
も
な
い
広
々
と
し
た
空
間
が
広
が
っ
た
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
称
号
「
ド
ゥ
ー
チ
ェD

u
ce

」
は
古
代
ロ
ー
マ
の
「
ド
ゥ
ク
スd

u
x

」（
指
揮
官
）
に
由
来
し
、
フ
ァ
シ
ス

ト
党
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ
ョfascio

」
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
執
政
官
の
「fascis

権
杖
」
に
由
来
し
て
い
た
。
古
代

ロ
ー
マ
で
は
、
棒
を
束
ね
た
柄
に
斧
を
取
り
付
け
た
こ
の
「
権
杖
」
が
、
執
政
官
た
ち
の
前
に
捧
げ
持
た
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ

シ
ス
ト
義
勇
軍
の
編
成
単
位
の
名
称
に
使
用
さ
れ
た
「
レ
ジ
ョ
ー
ネleg

ion
e

」
は
、
古
代
ロ
ー
マ
軍
の
「
軍
団leg

io

」
を
表
す

イ
タ
リ
ア
語
で
あ
り
、「
コ
オ
ル
テcoorte

」
黒
シ
ャ
ツ
隊
は
、
や
は
り
古
代
ロ
ー
マ
軍
の
「
歩
兵
隊coh

ors

」
を
表
す
イ
タ
リ

ア
語
で
あ
る
。

　

ま
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
古
代
ロ
ー
マ
が
地
中
海
を
「
わ
れ
ら
の
内
海
（
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
）」
に
し
て
い
た
よ
う

に
、
地
中
海
を
取
り
囲
む
帝
国
を
形
成
し
よ
う
と
試
み
た
。
イ
タ
リ
ア
は
す
で
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
の
リ
ビ
ア
を

植
民
地
に
し
て
い
た
が
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
フ
ュ
ー
メ
を
割
譲

さ
せ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
を
勢
力
下
に
置
き
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
ド
デ
カ
ネ
ス
諸
島
を
入
手
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
五
年
に
は
北
ア
フ
リ

カ
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
を
侵
略
し
て
ゆ
く
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
を
執
務
所
に
し
た
こ
と
も
ま
た
、「
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
」
と
い
く
ぶ
ん
か
関
係
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
宮
殿
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
が
健
在
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
へ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大

使
が
公
邸
と
し
た
建
物
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
東
地
中
海
を
「
マ
ー
レ
・

ノ
ス
ト
ル
ム
」
に
し
て
い
た
海
軍
帝
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
」
と
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
に
広
が
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
」
は
、
今
で
こ
そ



19　 　「ヴィットリアーノ」の外と内──ヴィットリオ・エマヌエーレ二世国立記念堂に見る〈ローマ〉

広
々
と
し
た
空
間
で
、
そ
こ
に
四
本
の
幹
線
道
路
が
集
中
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
建

設
さ
れ
る
以
前
は
、
大
小
様
々
な
家
屋
が
密
集
し
、
小
さ
な
広
場
し
か
存
在
し
な
い
場
所
だ
っ
た
。
こ
の
場
所
が
現
在
の
か
た
ち

に
な
っ
た
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
建
設
に
関
わ
っ
た
イ
タ
リ
ア
政
府
と
、
そ
の
後
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
の

結
果
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
そ
れ
以
前
の
政
府
の
政
策
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
お
り
、
連
続
性
が
見
ら

れ
る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
完
成
（
一
九
一
一
年
）
ま
で
に
、
今
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
あ
た
り
に
は
大
き
な
変
化
が
加
え
ら

れ
た
。
主
な
変
化
は
三
つ
あ
る
。

（
一
）「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
建
設
予
定
場
所
の
目
の
前
に
は
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
小
宮
殿
（
パ
ラ
ツ
ェ
ッ
ト
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
）」
と
い
う
建
物
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
解
体
さ
れ
て
、
九
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
移
動
さ
れ
た
。
こ
の
移
動
に
よ
り
、「
ヴ

ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
前
に
広
が
る
大
き
な
空
間
が
作
り
出
さ
れ
た
。

（
二
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
の
向
か
い
に
あ
っ
た
建
物
（
ト
ル
ロ
ニ
ア
宮
殿
）
が
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
に
は
、
ゼ
ネ
ラ
リ
保

険
会
社
の
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
と
よ
く
似
た
建
物
で
、
広
場
を
東
西
に
挟
ん
で
シ
ン
メ
ト
リ

カ
ル
な
形
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
三
）
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
ふ
た
つ
の
遺
跡
を
除
い
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
と
左
右
に
あ
っ
た
各
種
の
建
築
物
は
す

べ
て
破
壊
さ
れ
た
（A

tk
in
son
 &
 C
osg
rov
e 36

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
面
と
左
右
に
は
、
邪

魔
物
は
何
も
な
い
広
々
と
し
た
空
間
が
広
が
っ
た
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
称
号
「
ド
ゥ
ー
チ
ェD

u
ce

」
は
古
代
ロ
ー
マ
の
「
ド
ゥ
ク
スd

u
x

」（
指
揮
官
）
に
由
来
し
、
フ
ァ
シ
ス

ト
党
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ
ョfascio

」
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
執
政
官
の
「fascis

権
杖
」
に
由
来
し
て
い
た
。
古
代

ロ
ー
マ
で
は
、
棒
を
束
ね
た
柄
に
斧
を
取
り
付
け
た
こ
の
「
権
杖
」
が
、
執
政
官
た
ち
の
前
に
捧
げ
持
た
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ

シ
ス
ト
義
勇
軍
の
編
成
単
位
の
名
称
に
使
用
さ
れ
た
「
レ
ジ
ョ
ー
ネleg

ion
e

」
は
、
古
代
ロ
ー
マ
軍
の
「
軍
団leg

io

」
を
表
す

イ
タ
リ
ア
語
で
あ
り
、「
コ
オ
ル
テcoorte

」
黒
シ
ャ
ツ
隊
は
、
や
は
り
古
代
ロ
ー
マ
軍
の
「
歩
兵
隊coh

ors

」
を
表
す
イ
タ
リ

ア
語
で
あ
る
。

　

ま
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
古
代
ロ
ー
マ
が
地
中
海
を
「
わ
れ
ら
の
内
海
（
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
）」
に
し
て
い
た
よ
う

に
、
地
中
海
を
取
り
囲
む
帝
国
を
形
成
し
よ
う
と
試
み
た
。
イ
タ
リ
ア
は
す
で
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
の
リ
ビ
ア
を

植
民
地
に
し
て
い
た
が
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
か
ら
フ
ュ
ー
メ
を
割
譲

さ
せ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
を
勢
力
下
に
置
き
、
ギ
リ
シ
ア
か
ら
ド
デ
カ
ネ
ス
諸
島
を
入
手
し
た
。
さ
ら
に
一
九
三
五
年
に
は
北
ア
フ
リ

カ
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
を
侵
略
し
て
ゆ
く
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
を
執
務
所
に
し
た
こ
と
も
ま
た
、「
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
」
と
い
く
ぶ
ん
か
関
係
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
宮
殿
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
が
健
在
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
へ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大

使
が
公
邸
と
し
た
建
物
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
東
地
中
海
を
「
マ
ー
レ
・

ノ
ス
ト
ル
ム
」
に
し
て
い
た
海
軍
帝
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
」
と
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
前
に
広
が
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
」
は
、
今
で
こ
そ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
と
パ
ン
テ
オ
ン

　

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
確
認
し
て
き
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴

は
、
ロ
ー
マ
に
あ
る
別
の
有
名
建
築
物
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
関
わ
る
特
徴
と
比
べ
る
と
一
層
明
瞭
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
比
較
は

ま
た
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
背
後
に
あ
る
近
代
イ
タ
リ
ア
の
精
神
的
な
特
徴
に
も
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
わ
れ
わ
れ
が
見
る
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
い
う
建
築
の
重
要
部
分
は
、
紀
元
二
世
紀
に
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
、
語
源
的
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
神
々
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
の
建
物
の
用
途
は
、
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
な
に
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
ふ
た
つ
あ
る
。

（
一
）「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
本
来
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
神
々
に
関
わ
る
施
設
だ
っ
た
こ
と

（
二
）
七
世
紀
初
頭
（
六
〇
九
年
頃
）
に
、
ロ
ー
マ
教
皇
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
ロ
ー
マ
皇
帝
か
ら
「
パ
ン
テ
オ
ン
」

を
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
と
し
て
使
用
す
る
許
可
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
（M

acD
on
ald
 14

）

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
多
神
教
の
施
設
を
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
た
最
初
の
建
物
で
あ
る
（H

u
g
h
es 172

）。
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
こ

の
建
物
か
ら
、「
異
教
の
汚
れ
を
取
り
除
い
た
の
ち
に
」（Q

u
oted
 in
 M
acD
on
ald
 14

）、
そ
れ
を
「
聖
母
マ
リ
ア
と
諸
殉
教
者

に
捧
げ
る
教
会
」
と
し
た
。
そ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
建
物
は
ラ
テ
ン
語
の
正
式
名
称
を
「
サ
ン
ク
タ
・
マ
リ
ア
・
ア
ド
・

　
　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
に
よ
っ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
周
辺
に
与
え
ら
れ
た
変
化
は
主
に
ふ
た
つ
あ
る
。

（
一
）「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
東
脇
か
ら
コ
ロ
セ
ウ
ム
に
至
る
直
線
道
路
が
建
設
さ
れ
た
（
一
九
二
四
│
一
九
三
二
年
）。「
ヴ

ィ
ア
・
デ
ッ
リ
ン
ペ
ー
ロ
通
り
（
帝
国
通
り
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
道
路
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
「
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ

ー
ノ
」
の
脇
を
通
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
大
建
築
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
結
び
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
道
路
は
、
名
称
と
視
覚
の
両
面
か
ら
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
道
路
を
作
る
た
め
に
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
五
五
〇
〇
の
家
と
三
つ
の
教
会
と
を
破
壊
し
た

（K
ostof 60

）。

（
二
）「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
西
脇
か
ら
オ
ス
テ
ィ
ア
海
岸
に
至
る
道
路
が
建
設
さ
れ
た
（
一
九
二
八
年
開
通
）。
こ
の
道
路

は
「
ヴ
ィ
ア
・
デ
ル
・
マ
ー
レ
（
海
の
道
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
オ
ス
テ
ィ
ア
海
岸
は
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
海
港
が
あ

り
、
古
代
ロ
ー
マ
が
、
地
中
海
の
制
海
権
を
行
使
す
る
拠
点
だ
っ
た
。
こ
の
「
ヴ
ィ
ア
・
デ
ル
・
マ
ー
レ
」
道
路
建
設
に
よ

っ
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
存
在
は
、「
わ
れ
ら
の
内
海
（
マ
ー
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
）」
を
支
配
し
た
栄
光
の
古

代
ロ
ー
マ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
わ
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
を

整
理
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
一
貫
性
が
あ
り
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
は
、
そ
れ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
の
施

策
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
施
策
の
根
本
理
念
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
で
き
る
だ
け
目
立
た
せ
、
そ
れ
を
栄

光
の
古
代
ロ
ー
マ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
施
策
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
祖
国
の
祭
壇
」
と
無
名
戦
士
の
墓
に
関
わ
る
ナ



21　 　「ヴィットリアーノ」の外と内──ヴィットリオ・エマヌエーレ二世国立記念堂に見る〈ローマ〉

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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建
築
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パ
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に
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と
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と
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が
見
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に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
、
語
源
的
に
は
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る
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を
意
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こ
と
は
よ
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知
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る
。
た
だ

し
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の
建
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の
用
途
は
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完
全
に
は
解
明
さ
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て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

「
パ
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テ
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」
に
つ
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て
は
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な
に
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も
重
要
な
こ
と
が
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つ
あ
る
。
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）「
パ
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テ
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ン
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は
、
本
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は
キ
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ス
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以
外
の
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に
関
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る
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だ
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た
こ
と

（
二
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七
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紀
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に
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マ
教
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が
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プ
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の
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「
パ
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テ
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」

を
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
と
し
て
使
用
す
る
許
可
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
（M

acD
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ald
 14

）

　

「
パ
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テ
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」
は
多
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教
の
施
設
を
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
た
最
初
の
建
物
で
あ
る
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）。
ロ
ー
マ
教
皇
は
、
こ

の
建
物
か
ら
、「
異
教
の
汚
れ
を
取
り
除
い
た
の
ち
に
」（Q

u
oted
 in
 M
acD
on
ald
 14

）、
そ
れ
を
「
聖
母
マ
リ
ア
と
諸
殉
教
者

に
捧
げ
る
教
会
」
と
し
た
。
そ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
建
物
は
ラ
テ
ン
語
の
正
式
名
称
を
「
サ
ン
ク
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・
マ
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ア
・
ア
ド
・

　
　

ム
ッ
ソ
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ー
ニ
政
府
に
よ
っ
て
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
周
辺
に
与
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ら
れ
た
変
化
は
主
に
ふ
た
つ
あ
る
。
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一
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ヴ
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ッ
ト
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ノ
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の
東
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か
ら
コ
ロ
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ウ
ム
に
至
る
直
線
道
路
が
建
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た
（
一
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│
一
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）。「
ヴ
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・
デ
ッ
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ン
ペ
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ロ
通
り
（
帝
国
通
り
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
道
路
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
「
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ

ー
ノ
」
の
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を
通
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
大
建
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コ
ロ
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ウ
ム
と
結
び
つ
け
る
も
の
だ
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た
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こ
の
道
路
は
、
名
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と
視
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の
両
面
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ら
、「
ヴ
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」
と
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代
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
結
び
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き
を
強
化
し
た
の

で
あ
る
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な
お
、
こ
の
道
路
を
作
る
た
め
に
、
ム
ッ
ソ
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ー
ニ
政
府
は
、
五
五
〇
〇
の
家
と
三
つ
の
教
会
と
を
破
壊
し
た

（K
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）。
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二
）「
ヴ
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」
の
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に
至
る
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路
が
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（
一
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の
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は
「
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・
デ
ル
・
マ
ー
レ
（
海
の
道
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と
名
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け
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た
。
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テ
ィ
ア
海
岸
は
、
古
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ロ
ー
マ
時
代
に
海
港
が
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り
、
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代
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マ
が
、
地
中
海
の
制
海
権
を
行
使
す
る
拠
点
だ
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た
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こ
の
「
ヴ
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・
デ
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レ
」
道
路
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に
よ
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て
、「
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ノ
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と
い
う
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在
は
、「
わ
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ら
の
内
海
（
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・
ノ
ス
ト
ル
ム
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を
支
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し
た
栄
光
の
古

代
ロ
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マ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
ヴ
ィ
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ノ
」
に
関
わ
る
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
を

整
理
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
一
貫
性
が
あ
り
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
の
施
策
は
、
そ
れ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
の
施

策
を
強
化
し
て
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る
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と
が
わ
か
る
。
施
策
の
根
本
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は
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を
で
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る
だ
け
目
立
た
せ
、
そ
れ
を
栄

光
の
古
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ロ
ー
マ
と
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る
こ
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で
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。
こ
の
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は
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と
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ナ
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第
二
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
本
来
は
多
神
教
の
神
殿
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
外
部
に
は
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
印
│
十
字
架

や
鐘
楼
│
を
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
内
部
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
（
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
壇
、

聖
母
子
の
イ
コ
ン
、
十
字
架
の
モ
ザ
イ
ク
画
）
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
は
、

古
代
ロ
ー
マ
の
神
々
（「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
や
「
勝
利
の
女
神
」）
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
念
（「
軍
事
力
」・「
愛
国
心
」・「
労

働
」・「
統
一
」）
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、
前
述
の
と
お
り
、
内
部
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
を
潜
め
て
い
る
が
、

そ
れ
を
外
面
に
は
一
切
見
せ
て
い
な
い
。

　

第
三
は
、
利
用
の
さ
れ
方
に
関
わ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま

た
観
光
名
所
で
も
あ
る
。
そ
し
て
建
物
自
体
は
、
世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
丸
屋
根
建
築
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
は

対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
イ
タ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発
揚
の
た
め
の
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
。

　

以
上
の
比
較
を
ま
と
め
て
み
る
な
ら
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
な
か
に
生

じ
た
ふ
た
つ
の
精
神
的
潮
流
を
代
表
す
る
建
物
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
建
設
時
に
は
ま
っ
た
く
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
古
代
の
文
明
と
交
代

し
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
を
付
加
さ
れ
て
現
代
ま
で
生
き
延
び
て

き
た
。
そ
も
そ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
建
物
も
、
他
の
多
く
の
古
代
の
建
物
と
同
様
に
破

壊
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
多
神
教
の
施
設
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
に
用
途
を
変
更
さ
れ
た
七
世
紀

初
め
に
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
領
主
で
あ
り
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
時
代
（
五
九
〇
│
六
〇
四

マ
ル
テ
ィ
ー
レ
ス
教
会
」、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
聖
マ
リ
ア
・
デ
イ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
リ
教
会
」
と
呼
ば
れ
、
一
般
に
は
「
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ト
ン
ダ
教
会
」
と
通
称
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
教
会
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
建
物
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
で
あ
る
こ
と
を
、
外
面
に
明
示
す
る
試
み
は
、
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。
一
三
世
紀
末
期

か
ら
フ
ァ
サ
ー
ド
の
う
え
に
は
鐘
楼
が
載
せ
ら
れ
た
。
鐘
楼
は
、
最
初
は
中
央
に
ひ
と
つ
、
一
七
世
紀
初
期
か
ら
は
、
そ
れ
に
代

え
て
左
右
に
ふ
た
つ
載
せ
ら
れ
た
。
当
時
描
か
れ
た
絵
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
の
鐘
楼
に
も
十
字
架
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
前
面
は
広
場
（「
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ト
ン
ダ
」）
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
央
に
は
、
一
八
世

紀
初
頭
か
ら
オ
ベ
リ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
先
端
に
十
字
架
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
も
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
内
部
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
入
口
か
ら
入
っ
た
突
き
当
た
り
、

正
面
奥
に
あ
る
の
が
こ
の
教
会
の
主
祭
壇
で
、
そ
こ
に
は
十
字
架
像
と
聖
母
子
を
描
い
た
イ
コ
ン
と
が
あ
り
、
そ
の
上
部
に
も
、

多
数
の
十
字
架
を
描
い
た
モ
ザ
イ
ク
画
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
概
略
を
確
認
し
た
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
を
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
特
徴
と
比
べ
て
み
よ
う
。
ふ
た
つ
の
施
設
の

あ
い
だ
に
は
、
重
要
な
相
違
が
い
く
つ
か
見
つ
か
る
。

　

第
一
は
、
ふ
た
つ
の
建
物
の
目
的
に
関
わ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
初
め
は
多
神
教
の
神
殿
と
し
て
作
ら
れ
た
が
、
途
中
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
に
転
用
さ
れ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
る
理
念

も
し
く
は
疑
似
宗
教
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
称
え
る
施
設
と
し
て
作
ら
れ
、
以
後
目
的
を
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。



23　 　「ヴィットリアーノ」の外と内──ヴィットリオ・エマヌエーレ二世国立記念堂に見る〈ローマ〉

　

第
二
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
本
来
は
多
神
教
の
神
殿
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
外
部
に
は
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
印
│
十
字
架

や
鐘
楼
│
を
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
内
部
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
（
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
壇
、

聖
母
子
の
イ
コ
ン
、
十
字
架
の
モ
ザ
イ
ク
画
）
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
は
、

古
代
ロ
ー
マ
の
神
々
（「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
や
「
勝
利
の
女
神
」）
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
念
（「
軍
事
力
」・「
愛
国
心
」・「
労

働
」・「
統
一
」）
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、
前
述
の
と
お
り
、
内
部
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
を
潜
め
て
い
る
が
、

そ
れ
を
外
面
に
は
一
切
見
せ
て
い
な
い
。

　

第
三
は
、
利
用
の
さ
れ
方
に
関
わ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま

た
観
光
名
所
で
も
あ
る
。
そ
し
て
建
物
自
体
は
、
世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
丸
屋
根
建
築
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
は

対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
イ
タ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発
揚
の
た
め
の
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
。

　

以
上
の
比
較
を
ま
と
め
て
み
る
な
ら
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
な
か
に
生

じ
た
ふ
た
つ
の
精
神
的
潮
流
を
代
表
す
る
建
物
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
建
設
時
に
は
ま
っ
た
く
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
古
代
の
文
明
と
交
代

し
勢
力
を
増
し
て
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
を
付
加
さ
れ
て
現
代
ま
で
生
き
延
び
て

き
た
。
そ
も
そ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
建
物
も
、
他
の
多
く
の
古
代
の
建
物
と
同
様
に
破

壊
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
多
神
教
の
施
設
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
に
用
途
を
変
更
さ
れ
た
七
世
紀

初
め
に
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
領
主
で
あ
り
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
時
代
（
五
九
〇
│
六
〇
四

マ
ル
テ
ィ
ー
レ
ス
教
会
」、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
聖
マ
リ
ア
・
デ
イ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
リ
教
会
」
と
呼
ば
れ
、
一
般
に
は
「
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ト
ン
ダ
教
会
」
と
通
称
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
教
会
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
建
物
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
で
あ
る
こ
と
を
、
外
面
に
明
示
す
る
試
み
は
、
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
。
一
三
世
紀
末
期

か
ら
フ
ァ
サ
ー
ド
の
う
え
に
は
鐘
楼
が
載
せ
ら
れ
た
。
鐘
楼
は
、
最
初
は
中
央
に
ひ
と
つ
、
一
七
世
紀
初
期
か
ら
は
、
そ
れ
に
代

え
て
左
右
に
ふ
た
つ
載
せ
ら
れ
た
。
当
時
描
か
れ
た
絵
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
の
鐘
楼
に
も
十
字
架
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
前
面
は
広
場
（「
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
・
デ
ッ
ラ
・
ロ
ト
ン
ダ
」）
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
央
に
は
、
一
八
世

紀
初
頭
か
ら
オ
ベ
リ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
先
端
に
十
字
架
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
も
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
内
部
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
入
口
か
ら
入
っ
た
突
き
当
た
り
、

正
面
奥
に
あ
る
の
が
こ
の
教
会
の
主
祭
壇
で
、
そ
こ
に
は
十
字
架
像
と
聖
母
子
を
描
い
た
イ
コ
ン
と
が
あ
り
、
そ
の
上
部
に
も
、

多
数
の
十
字
架
を
描
い
た
モ
ザ
イ
ク
画
が
あ
る
。

　

こ
う
し
て
概
略
を
確
認
し
た
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
を
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
特
徴
と
比
べ
て
み
よ
う
。
ふ
た
つ
の
施
設
の

あ
い
だ
に
は
、
重
要
な
相
違
が
い
く
つ
か
見
つ
か
る
。

　

第
一
は
、
ふ
た
つ
の
建
物
の
目
的
に
関
わ
る
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
初
め
は
多
神
教
の
神
殿
と
し
て
作
ら
れ
た
が
、
途
中
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
に
転
用
さ
れ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
る
理
念

も
し
く
は
疑
似
宗
教
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
称
え
る
施
設
と
し
て
作
ら
れ
、
以
後
目
的
を
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。



24　 　「ヴィットリアーノ」の外と内──ヴィットリオ・エマヌエーレ二世国立記念堂に見る〈ローマ〉

ら
で
あ
る
。

　

こ
の
せ
め
ぎ
合
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
場
合
に
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
、
無
名
戦
士
の
地
下
墓
地
に

設
置
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
祭
壇
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
潜
在

力
が
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
殿
堂
に
侵
入
し
た
事
例
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
の

よ
う
な
圧
倒
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
で
は
、
無
名
戦
士
の
慰
霊
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
こ
の
侵
入
を
、
表
面
的
に
は
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
と

「
愛
国
心
」・「
労
働
」・「
統
一
」
の
彫
像
に
よ
っ
て
、
隠
し
通
し
た
。

　

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
側
か
ら
の
侵
入
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
顕
著

な
の
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
祭
壇
で
あ
る
（
一
八
八
八
年
完
成
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
で
は
、
古
く
か

ら
有
力
者
や
著
名
人
を
教
会
の
内
部
に
葬
る
こ
と
が
、
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」

に
も
、
画
家
の
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
や
作
曲
家
の
コ
レ
ッ
リ
な
ど
の
墓
が
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の

墓
所
は
、
性
格
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
は
礼
拝
所
（
チ
ャ
ペ
ル
）
の
な
か
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
礼
拝
所
の
な
か
に

は
十
字
架
や
聖
画
が
な
い
。
こ
の
墓
所
は
死
後
の
王
の
た
め
に
神
の
加
護
を
祈
る
施
設
で
は
な
く
、
死
ん
だ
王
そ
の
も
の
を
礼
拝

さ
せ
る
施
設
で
あ
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
祭
壇
に
変
更
さ
れ
る
以
前
に
も
、

そ
の
場
所
に
は
礼
拝
所
が
あ
り
、
そ
の
祭
壇
に
は
「
聖
霊
」
が
祀
っ
て
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
王
の
祭
壇
│

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
祭
壇
│
が
、
三
位
一
体
の
位
格
の
ひ
と
つ
の
「
聖
霊
」
を
追
い
出
し
て
、
入
れ
替
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
変
更
に
は
、
一
九
世
紀
後
期
（
一
八
八
〇
年
代
）
の
イ
タ
リ
ア
政
府
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
力
関
係
が
窺
え
る
。

年
）
に
、
そ
の
広
大
な
領
地
か
ら
効
果
的
に
収
入
を
得
る
統
治
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
（N

orw
ich
 44

─45

）。
多
神
教
の

施
設
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
こ
の
上
り
坂
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
に
よ
っ
て
、
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
へ
の
鐘
楼
と
十
字
架
の
付
加
に
つ
い
て
も
、
考
え
て
お
こ
う
。
一
三
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
た
付
加
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
が
強
力
だ
っ
た
時
期
の
出
来
事
だ
と
い
う
こ
と
し
か
い
え
な

い
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
初
期
の
鐘
楼
と
十
字
架
の
付
加
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
（S

ix
tu
s V
. 

在
位

一
五
八
五
〜
一
五
九
〇
年
）
の
方
針
を
継
承
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
の
教
皇
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
の
円
柱

の
先
端
に
聖
ペ
ト
ロ
の
像
を
設
置
し
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
円
柱
の
先
端
に
聖
パ
ウ
ロ
の
像
を
設
置
し
た
（H

u
g
h
es 

293

）。
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
勢
力
を
視
覚
的
に
誇
示
す
る
政
策
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
担
っ
た
役
割
を
視
覚
的
に
見
せ
て
く
れ
る
建

物
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
近
代
の
理
念
│
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
取

っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
疑
似
宗
教
│
の
神
殿
と
し
て
構
想
さ
れ
、
そ
の
方
針
を
貫
い
て
き
た
。
こ
ち
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な

か
で
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
視
覚
的
に
見
せ
て
く
れ
る
建
物
で
あ
る
。
都
市
ロ
ー
マ
に
は
、
興
味
深
い

こ
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
が
果
た
し
た
役
割
を
象
徴
す
る
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
果
た
し
た
役
割
を
象
徴
す
る
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
、
眼
前
に
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
後
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
、
完
成
後
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
に
生
じ
た
変
化
に
も
注

目
し
て
お
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
変
化
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
表
れ
と
し
て
興
味
深
い
か
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ら
で
あ
る
。

　

こ
の
せ
め
ぎ
合
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
場
合
に
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
、
無
名
戦
士
の
地
下
墓
地
に

設
置
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
祭
壇
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
潜
在

力
が
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
殿
堂
に
侵
入
し
た
事
例
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
の

よ
う
な
圧
倒
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
で
は
、
無
名
戦
士
の
慰
霊
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
見
た
と
お
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
こ
の
侵
入
を
、
表
面
的
に
は
、「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
と

「
愛
国
心
」・「
労
働
」・「
統
一
」
の
彫
像
に
よ
っ
て
、
隠
し
通
し
た
。

　

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
側
か
ら
の
侵
入
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
顕
著

な
の
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
祭
壇
で
あ
る
（
一
八
八
八
年
完
成
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
で
は
、
古
く
か

ら
有
力
者
や
著
名
人
を
教
会
の
内
部
に
葬
る
こ
と
が
、
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」

に
も
、
画
家
の
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
や
作
曲
家
の
コ
レ
ッ
リ
な
ど
の
墓
が
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の

墓
所
は
、
性
格
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
は
礼
拝
所
（
チ
ャ
ペ
ル
）
の
な
か
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
礼
拝
所
の
な
か
に

は
十
字
架
や
聖
画
が
な
い
。
こ
の
墓
所
は
死
後
の
王
の
た
め
に
神
の
加
護
を
祈
る
施
設
で
は
な
く
、
死
ん
だ
王
そ
の
も
の
を
礼
拝

さ
せ
る
施
設
で
あ
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
祭
壇
に
変
更
さ
れ
る
以
前
に
も
、

そ
の
場
所
に
は
礼
拝
所
が
あ
り
、
そ
の
祭
壇
に
は
「
聖
霊
」
が
祀
っ
て
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
王
の
祭
壇
│

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
祭
壇
│
が
、
三
位
一
体
の
位
格
の
ひ
と
つ
の
「
聖
霊
」
を
追
い
出
し
て
、
入
れ
替
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
変
更
に
は
、
一
九
世
紀
後
期
（
一
八
八
〇
年
代
）
の
イ
タ
リ
ア
政
府
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
力
関
係
が
窺
え
る
。

年
）
に
、
そ
の
広
大
な
領
地
か
ら
効
果
的
に
収
入
を
得
る
統
治
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
（N

orw
ich
 44

─45

）。
多
神
教
の

施
設
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
こ
の
上
り
坂
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
に
よ
っ
て
、
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
へ
の
鐘
楼
と
十
字
架
の
付
加
に
つ
い
て
も
、
考
え
て
お
こ
う
。
一
三
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
た
付
加
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
見
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
が
強
力
だ
っ
た
時
期
の
出
来
事
だ
と
い
う
こ
と
し
か
い
え
な

い
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
初
期
の
鐘
楼
と
十
字
架
の
付
加
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
（S

ix
tu
s V
. 

在
位

一
五
八
五
〜
一
五
九
〇
年
）
の
方
針
を
継
承
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
の
教
皇
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
の
円
柱

の
先
端
に
聖
ペ
ト
ロ
の
像
を
設
置
し
、
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
円
柱
の
先
端
に
聖
パ
ウ
ロ
の
像
を
設
置
し
た
（H

u
g
h
es 

293

）。
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
勢
力
を
視
覚
的
に
誇
示
す
る
政
策
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
担
っ
た
役
割
を
視
覚
的
に
見
せ
て
く
れ
る
建

物
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
近
代
の
理
念
│
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
取

っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
疑
似
宗
教
│
の
神
殿
と
し
て
構
想
さ
れ
、
そ
の
方
針
を
貫
い
て
き
た
。
こ
ち
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な

か
で
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
視
覚
的
に
見
せ
て
く
れ
る
建
物
で
あ
る
。
都
市
ロ
ー
マ
に
は
、
興
味
深
い

こ
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
が
果
た
し
た
役
割
を
象
徴
す
る
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
果
た
し
た
役
割
を
象
徴
す
る
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
が
、
眼
前
に
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
後
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と
、
完
成
後
の
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
と
に
生
じ
た
変
化
に
も
注

目
し
て
お
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
変
化
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
表
れ
と
し
て
興
味
深
い
か
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最
後
に
、
一
九
世
紀
後
期
に
な
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
生
じ
た
重
要
な
変
化
に
も
ふ
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。「
パ

ン
テ
オ
ン
」
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
屋
根
の
う
え
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ふ
た
つ
の
鐘
楼
と
十
字
架
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
撤
去
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
印
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
の
ロ
ト
ン
ダ
広
場
に
立
て
ら
れ
て
い
る
オ
ベ
リ

ス
ク
の
先
端
の
十
字
架
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
表
示
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
鐘
楼
と
十
字
架
の
撤
去
は
、
表
面
的
に

は
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
を
古
代
の
形
態
に
復
帰
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ

ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
の
設
置
と
同
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
か
ら
の

鐘
楼
と
十
字
架
の
撤
去
は
、
栄
光
の
古
代
ロ
ー
マ
の
復
興
と
結
び
つ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勝
利
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
印
が
復
活
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
内
部
と
外
部
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
せ
め
ぎ
合
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
一
八
八

〇
年
代
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
の
設
置
と
鐘
楼
の
撤
去
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
を
圧
倒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
と
そ
の
王
妃
の
墓
の
扱
い
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
代
表
と
し
て
の
王
権
は
衰
え
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

三
世
と
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
の
墓
が
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
不
在
で
あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
ひ
と
つ
の
代
表
と
し
て
の
王
権
は
滅
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
も
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
鐘
楼
と
十

字
架
と
を
復
活
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
は
弱
体
化
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス

ト
教
勢
力
に
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
多
神
教
の
建
物
の
内
外
か
ら
、
そ
の
特
徴
と
な
る
像
な
ど
を
除
去
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に

な
お
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
に
は
両
脇
に
小
さ
な
十
字
架
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
で
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
優
劣
は
明
白
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
あ
と
を
継
い
だ
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
（U

m
b
erto I. 

在
位
一
八
七
八
〜
一

九
〇
〇
年
）
の
場
合
に
は
、
様
子
が
か
な
り
異
な
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
王
と
そ
の
王
妃
の
墓
も
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
な
か
に
あ

る
。
ふ
た
り
の
墓
の
背
後
に
は
聖
画
や
聖
人
像
な
ど
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
も
父
王
の
場
合
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
で

は
な
く
、
王
と
王
妃
を
礼
拝
さ
せ
る
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
、
父
王
の
礼
拝
施
設
と
比
べ
る
と
墓
の
規
模
が
は
る
か
に
小
規
模
で

あ
る
し
、
墓
は
、
父
王
の
墓
の
場
合
と
は
異
な
り
、
礼
拝
所
の
な
か
に
は
設
置
さ
れ
ず
、
ふ
つ
う
の
墓
の
場
合
の
よ
う
に
、
礼
拝

所
の
前
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
王
と
王
妃
の
墓
所
の
場
合
に
は
、
視
覚
的
に
見
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ

ス
ト
教
の
力
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
前
者
が
や
や
勝
る
程
度
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
の
あ
と
を
継
い
だ
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
（V

ittorio E
m
an
u
ele III. 

在
位
一

九
〇
〇
〜
一
九
四
六
年
）
と
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
（U

m
b
erto II. 

在
位
一
九
四
六
年
五
月
〜
六
月
）
の
墓
は
、
ど
ち
ら
も
「
パ
ン

テ
オ
ン
」
に
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
国
外
に
あ
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
り
の
王
た
ち
は
、
一
九
四
六
年
に
王
制
が
廃
止
さ
れ
た
際
に
、
国

外
追
放
の
身
と
な
り
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
は
エ
ジ
プ
ト
で
死
に
、
墓
も
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に

あ
る
。
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
死
に
、
墓
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ヴ
ォ
ア
に
あ
る
（
こ
の
地
は
、
サ
ヴ
ォ
イ

ア
王
家
の
出
身
地
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
）。
こ
れ
ら
の
王
に
つ
い
て
は
、
墓
を
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
置
く
こ
と
も
、
い
わ
ん
や
礼

拝
所
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
大
勢
力
と
し
て
の
サ
ヴ
ォ
イ
ア
王
家

は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
力
を
失
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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最
後
に
、
一
九
世
紀
後
期
に
な
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
生
じ
た
重
要
な
変
化
に
も
ふ
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。「
パ

ン
テ
オ
ン
」
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
屋
根
の
う
え
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ふ
た
つ
の
鐘
楼
と
十
字
架
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
撤
去
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
印
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
が
キ
リ
ス
ト
教
会
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
の
ロ
ト
ン
ダ
広
場
に
立
て
ら
れ
て
い
る
オ
ベ
リ

ス
ク
の
先
端
の
十
字
架
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
表
示
は
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
鐘
楼
と
十
字
架
の
撤
去
は
、
表
面
的
に

は
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
を
古
代
の
形
態
に
復
帰
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ

ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
の
設
置
と
同
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
か
ら
の

鐘
楼
と
十
字
架
の
撤
去
は
、
栄
光
の
古
代
ロ
ー
マ
の
復
興
と
結
び
つ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勝
利
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
外
面
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
印
が
復
活
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
内
部
と
外
部
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
せ
め
ぎ
合
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
一
八
八

〇
年
代
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
の
設
置
と
鐘
楼
の
撤
去
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
を
圧
倒
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
と
そ
の
王
妃
の
墓
の
扱
い
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
代
表
と
し
て
の
王
権
は
衰
え
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

三
世
と
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
の
墓
が
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
不
在
で
あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
ひ
と
つ
の
代
表
と
し
て
の
王
権
は
滅
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
も
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
鐘
楼
と
十

字
架
と
を
復
活
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
は
弱
体
化
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス

ト
教
勢
力
に
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
多
神
教
の
建
物
の
内
外
か
ら
、
そ
の
特
徴
と
な
る
像
な
ど
を
除
去
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に

な
お
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
礼
拝
所
に
は
両
脇
に
小
さ
な
十
字
架
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
で
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
優
劣
は
明
白
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
あ
と
を
継
い
だ
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
（U

m
b
erto I. 

在
位
一
八
七
八
〜
一

九
〇
〇
年
）
の
場
合
に
は
、
様
子
が
か
な
り
異
な
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
王
と
そ
の
王
妃
の
墓
も
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
な
か
に
あ

る
。
ふ
た
り
の
墓
の
背
後
に
は
聖
画
や
聖
人
像
な
ど
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
も
父
王
の
場
合
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
所
で

は
な
く
、
王
と
王
妃
を
礼
拝
さ
せ
る
施
設
で
あ
る
。
し
か
し
、
父
王
の
礼
拝
施
設
と
比
べ
る
と
墓
の
規
模
が
は
る
か
に
小
規
模
で

あ
る
し
、
墓
は
、
父
王
の
墓
の
場
合
と
は
異
な
り
、
礼
拝
所
の
な
か
に
は
設
置
さ
れ
ず
、
ふ
つ
う
の
墓
の
場
合
の
よ
う
に
、
礼
拝

所
の
前
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
王
と
王
妃
の
墓
所
の
場
合
に
は
、
視
覚
的
に
見
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ

ス
ト
教
の
力
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
前
者
が
や
や
勝
る
程
度
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
の
あ
と
を
継
い
だ
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
（V

ittorio E
m
an
u
ele III. 

在
位
一

九
〇
〇
〜
一
九
四
六
年
）
と
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
（U

m
b
erto II. 

在
位
一
九
四
六
年
五
月
〜
六
月
）
の
墓
は
、
ど
ち
ら
も
「
パ
ン

テ
オ
ン
」
に
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
国
外
に
あ
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
り
の
王
た
ち
は
、
一
九
四
六
年
に
王
制
が
廃
止
さ
れ
た
際
に
、
国

外
追
放
の
身
と
な
り
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
は
エ
ジ
プ
ト
で
死
に
、
墓
も
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に

あ
る
。
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
死
に
、
墓
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ヴ
ォ
ア
に
あ
る
（
こ
の
地
は
、
サ
ヴ
ォ
イ

ア
王
家
の
出
身
地
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
）。
こ
れ
ら
の
王
に
つ
い
て
は
、
墓
を
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
置
く
こ
と
も
、
い
わ
ん
や
礼

拝
所
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
大
勢
力
と
し
て
の
サ
ヴ
ォ
イ
ア
王
家

は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
力
を
失
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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墓
・「
祖
国
の
た
め
の
祭
壇
」
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
た
め
と
い
う
当
初
の
目

的
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
も
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
と
い
う
点
で
共
通
す
る
か
ら
、
墓
と
祭
壇

の
設
置
に
よ
っ
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
称
揚
す
る
施
設
と
し
て
の
力
を
倍
増
さ
せ
た
の
だ
と
い
え

る
。

　

興
味
深
い
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
内
部
の
無
名
戦
士
の
墓
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
礼
拝
所
で

あ
る
の
だ
が
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
外
面
に
そ
の
事
実
は
見
せ
ず
に
隠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
首
相
に
指
名
さ
れ
た
際
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
階
段
か
ら
演
説
を
お
こ
な
っ
た
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト

リ
ア
ー
ノ
」
に
近
接
す
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
」
に
執
務
所
を
置
き
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
見
晴
ら
す
バ
ル
コ
ニ
ー
か

ら
演
説
を
し
た
り
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
か
ら
古
代
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
セ

ウ
ム
に
至
る
直
線
道
路
を
建
設
し
た
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
起
点
と
し
て
オ
ス
テ
ィ
ア
へ
至
る
道
路
を
建
設
し
た
り
し

た
。
道
路
の
終
点
近
く
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
が
地
中
海
の
制
海
権
を
ふ
る
う
基
地
に
し
た
港
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
し
て
お
こ
な
っ
た
施
策
は
、
彼
に
先
立
つ
イ
タ
リ
ア
政
府
の
お
こ
な
っ
た
施

策
と
一
貫
し
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
も
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
造

り
、
そ
の
前
面
に
広
大
な
広
場
を
作
り
出
し
、
こ
の
広
場
に
重
要
な
道
路
を
集
中
さ
せ
て
い
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
そ
れ

以
前
の
政
府
の
施
策
│
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
利
用
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
発
揚
し
、
そ
れ
を
古
代
ロ
ー
マ
の
栄
光
と
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
施
策
│
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
元
来
は
古
代
ロ
ー
マ
の
多
神
教
の
た
め
の
施
設
だ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
勢
力
を
増
し
て
古
代
ロ

キ
リ
ス
ト
教
の
印
で
置
き
換
え
て
ゆ
く
だ
け
の
力
は
も
は
や
備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
市
の
中
心
に
作
ら
れ
た
通
称
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」、
す
な
わ
ち
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

二
世
国
立
記
念
堂
」
に
つ
い
て
、（
一
）
そ
の
外
部
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、（
二
）
内
部
に
潜
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
に
注
目

し
、（
三
）
そ
れ
ら
の
特
徴
と
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
こ
の
施
設
の
利
用
の
仕
方
と
の
関
係
に
注
目
し
、（
四
）「
パ
ン
テ
オ
ン
」

の
外
部
・
内
部
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
も
比
べ
て
み
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
部
は
、
明
示
的
に
古
代
ロ
ー
マ
の
繁
栄
・
栄
光
・
軍
事
力
と
そ
れ
ら
の
復
活
を
示
す
建
築
物
や

像
を
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か
わ
る
十
字
架
や
聖
人
像
な
ど
を
ま
っ
た
く
見
せ
ず
、
む
し
ろ
、

王
の
騎
馬
像
を
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
が
支
え
る
意
匠
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
外
面
は
、
近
代
国
家
統
一
の
過
程

の
結
果
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
王
国
政
府
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
国
の
な
か
で
、
ロ
ー
マ
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
運
を
明
示
し
、
こ
の
王
権
が
短
命
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
元
々
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
に
よ
る
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
た
め
の
施
設

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
内
部
に
無
名
兵
士
の
た
め
の
地
下
墓
所
が
作
ら
れ
、
外
部
に
も
こ
の
施
設
が
無
名
戦
士
の
た
め
の

国
立
墓
所
│
「
祖
国
の
た
め
の
祭
壇
」
│
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
付
加
さ
れ
た
無
名
戦
士
の
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墓
・「
祖
国
の
た
め
の
祭
壇
」
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
た
め
と
い
う
当
初
の
目

的
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
も
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
と
い
う
点
で
共
通
す
る
か
ら
、
墓
と
祭
壇

の
設
置
に
よ
っ
て
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
称
揚
す
る
施
設
と
し
て
の
力
を
倍
増
さ
せ
た
の
だ
と
い
え

る
。

　

興
味
深
い
の
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
内
部
の
無
名
戦
士
の
墓
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
礼
拝
所
で

あ
る
の
だ
が
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
外
面
に
そ
の
事
実
は
見
せ
ず
に
隠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
首
相
に
指
名
さ
れ
た
際
に
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
階
段
か
ら
演
説
を
お
こ
な
っ
た
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト

リ
ア
ー
ノ
」
に
近
接
す
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
」
に
執
務
所
を
置
き
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
見
晴
ら
す
バ
ル
コ
ニ
ー
か

ら
演
説
を
し
た
り
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
か
ら
古
代
ロ
ー
マ
の
コ
ロ
セ

ウ
ム
に
至
る
直
線
道
路
を
建
設
し
た
り
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
起
点
と
し
て
オ
ス
テ
ィ
ア
へ
至
る
道
路
を
建
設
し
た
り
し

た
。
道
路
の
終
点
近
く
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
が
地
中
海
の
制
海
権
を
ふ
る
う
基
地
に
し
た
港
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
関
し
て
お
こ
な
っ
た
施
策
は
、
彼
に
先
立
つ
イ
タ
リ
ア
政
府
の
お
こ
な
っ
た
施

策
と
一
貫
し
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
以
前
の
イ
タ
リ
ア
政
府
も
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
造

り
、
そ
の
前
面
に
広
大
な
広
場
を
作
り
出
し
、
こ
の
広
場
に
重
要
な
道
路
を
集
中
さ
せ
て
い
た
。
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
府
は
、
そ
れ

以
前
の
政
府
の
施
策
│
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
を
利
用
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
発
揚
し
、
そ
れ
を
古
代
ロ
ー
マ
の
栄
光
と
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
施
策
│
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
、
元
来
は
古
代
ロ
ー
マ
の
多
神
教
の
た
め
の
施
設
だ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
勢
力
を
増
し
て
古
代
ロ

キ
リ
ス
ト
教
の
印
で
置
き
換
え
て
ゆ
く
だ
け
の
力
は
も
は
や
備
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
市
の
中
心
に
作
ら
れ
た
通
称
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」、
す
な
わ
ち
、「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ

二
世
国
立
記
念
堂
」
に
つ
い
て
、（
一
）
そ
の
外
部
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、（
二
）
内
部
に
潜
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
に
注
目

し
、（
三
）
そ
れ
ら
の
特
徴
と
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
よ
る
こ
の
施
設
の
利
用
の
仕
方
と
の
関
係
に
注
目
し
、（
四
）「
パ
ン
テ
オ
ン
」

の
外
部
・
内
部
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
も
比
べ
て
み
た
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
部
は
、
明
示
的
に
古
代
ロ
ー
マ
の
繁
栄
・
栄
光
・
軍
事
力
と
そ
れ
ら
の
復
活
を
示
す
建
築
物
や

像
を
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か
わ
る
十
字
架
や
聖
人
像
な
ど
を
ま
っ
た
く
見
せ
ず
、
む
し
ろ
、

王
の
騎
馬
像
を
古
代
の
「
ロ
ー
マ
の
女
神
」
が
支
え
る
意
匠
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
外
面
は
、
近
代
国
家
統
一
の
過
程

の
結
果
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
王
国
政
府
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
国
の
な
か
で
、
ロ
ー
マ
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
運
を
明
示
し
、
こ
の
王
権
が
短
命
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
は
、
元
々
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
に
よ
る
国
家
統
一
事
業
を
称
え
る
た
め
の
施
設

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
内
部
に
無
名
兵
士
の
た
め
の
地
下
墓
所
が
作
ら
れ
、
外
部
に
も
こ
の
施
設
が
無
名
戦
士
の
た
め
の

国
立
墓
所
│
「
祖
国
の
た
め
の
祭
壇
」
│
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
に
付
加
さ
れ
た
無
名
戦
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置
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
会
の
な
か
の
墓
に
近
い
。
そ
の
点
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
と
し
て
の
王
家
の
力
の
衰
え
を

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
の
後
継
の
王
た
ち
は
王
制
廃
止
と
と
も
に
国
外
に
追
放
さ
れ
た
た
め
、
ヴ
ィ

ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
三
世
と
ウ
ン
ベ
ル
ト
二
世
の
墓
は
ど
ち
ら
も
外
国
に
あ
っ
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
は
存
在
し
な
い
。

「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
ー
ノ
」
の
外
面
が
暗
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
と
し
て
の
イ
タ
リ
ア
王
家
の
力
は
急
速

に
衰
え
た
の
で
あ
る
。

【
本
稿
は
、JS

P
S

科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究25580073

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
】
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を
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が
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。「
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ョ
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眼
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の
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あ
る
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キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
の
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
た
こ
ろ
に
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
浸
食
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。「
パ
ン
テ
オ
ン
」
は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
墓

所
の
あ
る
教
会
だ
が
、
こ
の
墓
所
は
そ
れ
以
前
の
「
聖
霊
」
を
祀
る
礼
拝
堂
か
ら
「
聖
霊
」
を
追
放
し
て
、
王
自
身
を
礼
拝
さ
せ

た
施
設
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
墓
所
の
設
置
と
ほ
ぼ
時

を
同
じ
く
し
て
、「
パ
ン
テ
オ
ン
」
の
屋
根
か
ら
鐘
楼
と
十
字
架
が
除
去
さ
れ
た
。
こ
の
除
去
は
た
だ
単
に
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
を

古
代
の
形
態
に
戻
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
古
代
ロ
ー
マ
の
復
興
と
結
び
つ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
キ
リ
ス
ト
教
の
力
を

圧
倒
し
た
現
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鐘
楼
と
十
字
架
は
屋
根
の
う
え
に
復
活
し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
点
に
も
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
が
か
つ
て
の
勢
力
を
備
え
て
い
な
い
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
あ
と
を
継
い
だ
ウ
ン
ベ
ル
ト
一
世
と
そ
の
王
妃
の
墓
所
も
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
も
本
質
的
に
は
、
父
王
の
墓
所
と
同
じ
く
王
と
王
妃
を
礼
拝
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
形
態
と
位
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